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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

はじめに

　国立歴史民俗博物館では，1994年3月に「弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成」を『国立歴史

民俗博物館研究報告』第56集として刊行した。これは1993年10月末までに日本列島各地の弥生時

代～古墳時代遺跡から出土している銅鏡のデータを各地の研究者のご協力をえて集成し，これを各

府県単位に整理したものである。この調査では，4678面のデータが集成され，その成果は多くの研

究者によってさまざまなかたちで活用されるとともに，このデータ集成事業自体も日本考古学協会

の『日本考古学年報』などでも採りあげられ，高く評価いただいた。

　あらためて述べるまでもなく，その後も全国各地で遺跡の発掘調査が進められ，銅鏡のデータも

刻々と増加している。このためさきの報告の際にも明記したように，期間を定めて補完調査を実施

し，追加データを公刊していくことが必要である。このため1999～2000年度に，先の調査でご協力

いただいた方々に再度お願いして，その後の追加データについて補完調査を実施した。データは

1998年12月末日までに知られたデータに限定したが，止むをえないご事情で調査カードが提出い

ただけなかった1県をのぞいて，関係するすべての都府県から報告をいただき，全部で439面の貴重

なデータを集成することができた。最近の5年間におよそ440件の新たなデータが追加されたこと

になり，平均して毎年100面近くの銅鏡が出土していることになる。なお，前回の調査分と合わせ

ると1998年末までの弥生～古墳時代遺跡出土鏡の総数は5117面ということになる。

　ここに報告する本データ集成は，この補完調査の報告にほかならない。鏡の分類法と名称，遺跡・

遺構の年代区分，一覧表の様式，文献の表記法などについては，すべて1994年報告のデータ集成に

準じている。

　今回の補完調査の実施にあたっても多くの方々のお世話になった。調査・研究の多忙な時間をさ

いてこのデータ集成にご協力いただいた方々に深く感謝するとともに，この補完データが，先の

1994年刊行のデータとともに，弥生・古墳時代研究の基礎i的データとしてさまざまな研究に積極的

に活用されることを願ってやまない。

　なお国立歴史民俗博物館では，この弥生・古墳時代遺跡出土鏡データについても，印刷物として

の刊行だけではなく，コンピュータによるデータベースの公開やさらには銅鏡の研究に不可欠な写

真資料の集成・公開についても検討を行っている。今後とも皆様のご援助とご協力を切にお願いす

るものである。

　　2001年8月17日

国立歴史民俗博物館考古研究部

　　　　　　　　　白石太一郎

　　　　　　　　　設楽　博己
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凡　　例

1　このデータ集成は，1999・2000年度に国立歴史民俗博物館が全国の研究者の協力をえて実施し

た弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成調査の成果をとりまとめたものである。

2　対象とした鏡出土遺跡の時代は弥生時代および古墳時代であるが，それ以降の時代の遺跡や遺

構から当該期の鏡が出土している場合はこれをも含めた。

3　この集成は1993年度に刊行した鏡データ集成の追加集成であり，1993年11月1日～1998年

12月31日までに知られたデータを集成している。

4　遺跡の配列については，それぞれの府県の慣例にしたがったが，旧国単位にまとまるように配

慮した。

5　鏡と文献の番号は，前回の集成から追い番号とした。

6　遺跡・遺構の年代については，弥生時代は1～V期に庄内式並行期を加え，6期区分とし，古

墳時代は前・中・後期に前方後円墳造営停止以後の時期（7世紀）を終末期として4期区分とし

　た。ただ庄内式並行期と古墳時代前期の区分は調査担当者の判断を尊重したので不統一なところ

　がある。

7　鏡の分類と名称は，原則として次頁の鏡式分類案によったが，最終的には担当者の判断に委ね

　た。

8　破片となっている鏡については括弧内に復元径を示した。

9　所蔵関係の調査は不十分であり，必ずしも現在の所蔵ないし保管者を確認できているわけでは

　ない。

10前回の集成についての正誤が鳥取・岡山・愛媛・佐賀の4県から寄せられたので，各県のデー

　タ中および末尾に掲載した。

11データ集成表の文献番号は，文献データの各府県ごとに付した文献番号に一致する。なお文献

　データでは，原則として同一文献は一番号としたが，府県によっては図版との照合の関係などか

　ら重出する場合がある。

12　このデータ集成の基礎となったデータ集成調査を担当いただいた方々は，55頁の担当者一覧に

　示すとおりである。なお，岩手・宮城・山形・茨城・神奈川・富山・愛知の各県は問い合わせの

　結果，この期間の追加資料はないとのご回答をいただいた。長野県に関しては追加資料はあるが，

　データのご提出が期限に間に合わなかったために，掲載できなかった。

13　このデータ集成調査の内容は，西田守夫，田中　琢，近藤喬一，高倉洋彰，笠野　毅，岡村秀

　典，白石太一郎，杉山晋作，八重樫純樹，設楽博己をメンバーとする共同研究「日本出土鏡のデ

　ータ集成及びその共同利用に関する基礎的研究」の検討成果をもとに立案した。

14本データ集成は，白石太一郎・設楽博己が担当し，設楽まゆみ氏がパソコンへのデータ入力に

　あたられた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　鏡式分類案

　この分類案は，あくまでも一つの基準を示すものにほかならないが，本データ集成では原則とし

てこの分類案を用いた。但し一部についてはデータ集成調査の担当者の考えによる鏡式名を用いて

いる場合もある。

　なお，具体的には下記の分類案でアンダーラインを施した鏡式名を用いることを原則とした。

1　中国鏡・中国鏡様式のもの

（1）前漢鏡様式のもの

幡嶋文鏡（富岡謙蔵：旙蜻鏡，後藤守一：幡地文鏡）

重圏彩画鏡

羽状地文鏡（岡崎敬：四乳雷文地鏡，：雷文鏡）

草葉文鏡（梁上椿：草葉鏡）

星雲文鏡（樋口隆康・焼溝漢墓報告・梁上椿：星雲鏡，後藤守一：星雲文鏡，梅原末治：百乳星雲

　　　　　鏡）

異体字銘帯鏡

　単圏銘帯鏡……「日光」銘・「昭明」銘

　重圏銘帯鏡……「精白」銘・「昭明」銘・「日光」銘

　内行花文銘帯鏡…「精白」銘・「昭明」銘・「咬光」銘・「日有烹」銘・「錬冶銅華」銘（梅原末治：

　　　　　　　　　異体字銘内行花文鏡，焼溝漢墓報告：連弧文鏡）

　　　＊銘文から命名することは避ける。

旭龍文鏡（後藤守一：素緑四蛸鏡，澄田正一：四地文鏡焼溝漢墓報告：変形四嶋文鏡梁上椿：

　　　　　四乳四蟷鏡）

八禽鏡（樋口隆康：平素縁四乳入禽式〔獣帯〕鏡）

（2）後漢鏡様式のもの

方格規矩鏡（梅原末治・岡村秀典：方格規矩四神鏡後藤守一：TLV式鏡，富岡謙蔵：四神鏡

　　　　　　梁上椿：規矩式鏡）

獣帯鏡（梁上椿：禽獣帯鏡）

　細線式獣帯鏡

　半肉彫式獣帯鏡

　　　＊四獣鏡←神獣鏡系四獣鏡と区別するため，獣の数による命名は避ける。

内行花文鏡（梁上椿：内向連弧文鏡）

　四葉文座

　編幅文座

　円座

盤龍鏡（後藤守一・梁上椿：竜虎鏡，高橋健自：双獣鏡，焼溝漢墓報告：三獣鏡）

位至三公鏡（樋口隆康：双頭龍鳳文鏡，梅原末治：獣形鏡又は双獣鏡，梁上椿：双壷鏡，後藤守一・
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　　　　　　富岡謙蔵：位至三公鏡）

蔓鳳鏡（焼溝漢墓報告：双夢鏡梁上椿：鳳鏡）

　単蔓鏡

獣首鏡

画像鏡（後藤守一：画象鏡富岡謙蔵・高橋健自：神人画像鏡）

飛禽鏡

唐草文鏡

（3）神獣鏡様式のもの

環状乳神獣鏡

　画文帯＋半円方格帯

　三神三獣，四神四獣

重列式神獣鏡

　銘帯縁

三段式神獣鏡

　唐草文縁＋半円方格帯

対置式神獣鏡

　画文帯＋半円方格帯

　銘帯＋半円方格帯

求心式神獣鏡（播龍式神獣鏡）

　画文帯＋半円方格帯＋四乳

画文帯仏獣鏡

　画文帯＋半円方格帯＋幡龍乳

画文帯同向式神獣鏡

　画文帯＋半円方格帯

　画文帯＋半円方格帯＋幡龍乳

斜縁神獣鏡

　斜縁十鋸歯文十銘帯十乳

　同向式二神三獣鏡

　二神三獣鏡

　二神四獣鏡

その他

熊本免田才園古墳……銘帯縁＋半円方格帯＋求心式

香川坂出弘法寺古墳……画文帯＋変形半円方格帯＋二乳二神二獣

大阪寛弘寺10号墳……半円方格帯＋二乳二神二獣

四獣鏡

　画文帯四獣鏡

　方格銘四獣鏡
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　斜縁四獣鏡

三角縁神獣鏡

三角縁○○帯（銘）○神○獣鏡

（4）その他

海獣葡萄鏡

その他

2　彷製鏡

（1）弥生小形彷製鏡（○○○鏡）

　　内行花文鏡

　　重圏文日光鏡

　　綾杉文鏡

　　櫛歯文鏡

　　重圏文鏡

　　八乳境

　　旭龍文鏡

　　無文鏡

　　その他

②　彷製内行花文鏡（彷製○弧内行花文鏡）

　　四葉文座紐式

　　円座紐式

　　その他（五島美蔵彷製九弧内行花文四獣文鏡など）

（3）彷製方格規矩鏡

　　彷製方格規矩四神鏡（獣文鏡，鳥文鏡，渦文鏡を含む）

　　彷製方格規矩鏡

（4）彷製三角縁神獣鏡

　　彷製三角縁獣文帯三神三獣鏡

彷製三角縁唐草文帯三神三獣鏡

彷製三角縁吾作三神三獣鏡（谷口，一貴山銚子塚，ヌク谷北）

彷製三角縁鳥文帯三神三獣鏡（紫金山ほか）

彷製三角縁獣文帯神獣鏡（沖ノ島17号）

彷製三角縁唐草文帯三神二獣鏡（沖ノ島16，18号）

（5）彷製神獣鏡

　　彷製環状乳神獣鏡（久津川車塚，鶴山丸山ほか）

　　彷製同向式神獣鏡（新山古墳，馬の山4号ほか）

　　彷製半円方形帯神獣鏡（板持丸山ほか）

　　彷製○神○獣鏡
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神像鏡

○神鏡

最龍鏡

獣形鏡（獣帯鏡をまねたもの）

細線式獣形鏡

○獣形鏡（半肉彫のもの）

振文鏡

盤龍形鏡（盤龍鏡をまねたもの）

彷製画像鏡

乳文鏡

珠文鏡

重圏文鏡

鈴鏡

○鈴乳文鏡

○鈴○獣形鏡

○鈴神獣鏡

○鈴○弧内行花文鏡

　　○鈴珠文鏡

　　○鈴振文鏡

　　○鈴方格規矩鏡

　　その他

㈹　その他

　　唐草文鏡

　　家屋文鏡

　　直弧文鏡

　　勾玉文鏡

　　葉文鏡

　　素文鏡

　　その他

3　その他

　　多鉦細文鏡

　　朝鮮製小形彷製鏡

　　その他
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山
千
北
鳥
化
松
正
古
乗
菅
渡
田
出
高
蒲
藤
藤
高
石
池
池

　
　
　
県
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
府
県
県
山
県
　
　
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
島
県
阪
庫
良
歌
取
　
　
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
児
縄
大
兵
奈
和
鳥
　
　
島
岡
広
山
徳
香
愛
高
福
佐
長
熊
大
宮
鹿
沖

4
5
6
7
8
　
　
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
2
2
2
2
2
　
　
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4

　

　

　

　

　

　

　

　

子

敦

稔

儀

修

　
　
　
雅

沢

藤

藤

加

福

塩

小

右

若

白
大
西
川
岸
伊
中
坂
宮
中
永
赤
伊
田
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
都
川
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
県
府
手
城
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
奈
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知
重
賀
都
岩
宮
山
福
茨
栃
群
埼
千
束
神
新
富
石
福
山
長
岐
静
愛
三
滋
京

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
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〔宮城県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

10 不明 米泉館跡SK23土墳 コメイズミタテアト 加美郡宮崎町大字米泉字西

野

墳墓 木棺直葬（組合

式木棺）

古墳後期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（碧玉管玉7・ガラス小玉

6・錫製耳環2）

完形6．Ocm 1995年発掘 宮崎町教育委員会 15

〔福島県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

19 放射状区画珠

文鏡

森北1号墳 モリキタイチゴウフン 河沼郡会津坂下町大字見明

字勝負沢

古墳（前方後方

墳長41．4m）

木棺直葬（舟形
木棺）

古墳前期

20 不明 中山田古墳群 ナカヤマダコフングン 郡山市田村町大字大善寺字

中山田

古墳（円墳） 不明 不明

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（管玉2），生産用具（鉋

2・鉄針1），武器（鉄製槍1），

その他（不明漆製品1・槍の柄の
可能性あり）

完形8．4cm 1998年発掘 会津坂下町教育委員

会

11・

13

鏡式名は石野博信による。

完形 昭和以降 現物なし。郡山市田村町大善寺

在住の安瀬美兼からの聞き取り。

〔栃木県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

44 乳文鏡 本村2号墳 ホンムラニゴウフン 宇都宮市川田町1387番地 古墳（円墳径約

24．Om）

石棺直葬（箱式
石棺〉

古墳中期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（滑石臼玉2），生産用具（刀 完形8．9cm 1996年発掘 宇都宮市教育委員会 26 乳文鏡は箱式石棺内から出土。

子1），武器（弓1〈丸木弓の両餌 文化課 この箱式石棺は、凝灰岩の板石

が出土長さ約1．8m＞・直刀2・鉄 を長方形に組んだ組み合わせ式

鋤68・漆製品1〈靱？〉），馬具（鉄 のもので、全体が粘土で密閉さ

地金銅張製飾金具4） れており、石棺内はほぼ全面に

わたって赤色顔料（ベンガラ）

が塗られていた。埋葬施設、出

土鏡ともに極めて良好な保存状

態であった。

〔群馬県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

203 彷製重圏文鏡 舞台遺跡147号住居跡 ブタイイセキ 伊勢崎市三和町 集落 竪穴住居 古墳前期

204 内行花文鏡 中溝・深町遺跡22号住居 ナカミゾ・フカマチイセキ 新田郡新田町 集落 竪穴住居 古墳前期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器（各種古式土師器） 完形7．0㎝ 1997年発掘 群馬県埋蔵文化財調

査事業団

52

土器 破片（9．0～10．Ocm） 1996年発掘 新田町教育委員会 53 新田町教育委員会小宮俊之教示。

〔埼玉県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

40 弥生小形彷製

鏡

三崎台遺跡第3次調査第

52号住居跡

サンザキダイイセキ 大宮市大字片柳字三崎台 集落 竪穴住居 弥生V期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

欠損7．6㎝ 1994年発掘 大宮市教育委員会 57 第52号住居跡の南壁よりの床面

から、背面を上にして出土。鏡

の中央が欠損しており、残って

いる部分も薄くなり、細かい擦

痕のような傷が無数についてい

る。平縁の幅は0．9～1．1cm。若

干正円をなさず、内側には斜行

する櫛歯が巡っている。内区の

文様は不分明。
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〔千葉県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

87 乳文鏡 長須賀条里制遺跡E区
SD－1（水路）

ナガスガジョウリセイイセ

キ

館山市大字下真倉字四宮・

水神松

祭祀 溝 古墳中期

88 五獣形文五鈴鏡 君津市戸崎 キミツシトザキ 君津市大字戸崎字千淵台 不明

89 二神二獣鏡 高部30号墳中央埋葬施設 タカベサンジュウゴウフン 木更津市大字請西字千束台 古墳（前方後方

墳長33．7m）

木棺直葬（組合

式木棺）

庄内式併行

期

90 半肉彫四獣鏡

（斜縁半肉彫

獣帯鏡）

高部32号墳中央埋葬施設 タカベサンジュウニゴウフ

ン

木更津市大字請西字千束台 古墳（前方後方

墳長31．2m）

木棺直葬（組合

式木棺）

庄内式併行

期

91 単葬鏡 東谷遺跡SIO64（竪穴住
居）

ヒガシヤツイセキ 木更津市大字中尾字東谷 集落 竪穴住居 古墳前期

92 四獣鏡 四留作第一古墳群8号墳 シドメサクダイイチコフン
グン

木更津市大字笹子犬成笹子

両村新田四留作56

古墳（円墳径

18．Om）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳後期

93 海獣葡萄鏡 上総大寺廃寺 カズサオオテラハイジ 木更津市大字大寺字本郷

1032他

古代寺院 不明

94 素文鏡 美生遺跡群第6地点 ビソイセキグン 袖ヶ浦市大字久保田字須田

連1394－1他

集落 表土中 不明

95
重圏文鏡 草刈遺跡L区029号 クサカリイセキ 市原市大字草刈字天神台

1100－1他

集落 竪穴住居 古墳前期

96 素文鏡 草刈遺跡L区037号 クサカリイセキ 市原市大字草刈字天神台

1100－1他

集落 竪穴住居 古墳前期

97 内行花文鏡

（六連弧文鏡）

草刈遺跡L区103号 クサカリイセキ 市原市大字草刈字天神台

1100－1他

集落 竪穴住居 古墳前期

98 重圏文鏡 草刈遺跡L区301号 クサカリイセキ 市原市大字草刈字天神台

1100－1他

集落 竪穴住居 古墳前・中

期

99 重圏文鏡 草刈遺跡L区098号 クサカリイセキ 市原市大字草刈字天神台

1100－1他

集落 竪穴住居 古墳中期

100 重圏文鏡 草刈遺跡L区108号 クサカリイセキ 市原市大字草刈字天神台

1100－1他

集落 竪穴住居 古墳前期

101 乳文鏡 潤井戸天王台古墳群29号

墳

ウルイドテンノウダイコフ

ングン

市原市大字潤井戸字天王台 古墳（円墳径

20．Om）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳後期

102 重圏文鏡 北野遺跡5号墳 キタノイセキ 山武郡山武町大字森字北野

1606他

古墳（方墳辺

20．Om）

不明 古墳前期

103 麟鳳入花鏡 山荒久遺跡H－015 ヤマアラクイセキ 山武郡大網白里町大字金谷

郷字山荒久3151－1他

集落 竪穴住居 平安時代

104 海獣葡萄鏡 伝湯坂古墳群 デンユサカコフングン 山武郡成東町大字湯坂 墳墓 不明 不明

105 珠文鏡 下田遺跡第69号竪穴住居

跡

シモダイセキ 千葉市稲毛区園生町753他 集落 竪穴住居 奈良時代

106 不明 蒲野古墳群11号墳 カバノコフングン 八日市場市大字吉田字五郎

谷

古墳（円墳） 木棺直葬 古墳前期

58

［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

石製品（勾玉・小玉），石製模造品 完形9．49cm 1998年発掘 働）千葉県文化財セン 穿孔あり。穿孔部径5．10mm×

（勾玉形・剣形・有孔円版く鏡 ター（本部） 4．32mm。乳の数12（X線写真に

形〉），土器（須恵器・土師器），そ よる）。

の他（木製品く舟形・木樋・扉材・

鋤未製品・建築部材〉・土製模造
品）

完形10、28㎝ 昭和以降 個人 67

武器（鉄剣2） 銘帯「口口口口寛好 欠損14．4㎝ 1994年発掘 ㈱君津郡市文化財セ 68 彩色あり。

潔無彊服者賢奉敬良 ンター

子孫番昌」（推定19文

字）

武器（鉄鎗2） 銘帯「口［コロ尭真□ 破片（11．Ocm） 1993年発掘 働君津郡市文化財セ 69 彩色あり。破面研磨。破鏡。

口口口」（9文字） ンター

破片 1994年発掘 ㈱君津郡市文化財セ 彩色あり。

ンター

完形8．0㎝ 1997年発掘 励君津郡市文化財セ 朱塗り。

ンター

銘帯「口安口呂」（側 完形9．45～9．54㎝ 1936年 宮本敬一 70 1936年薬師堂下の箱から発見さ

面に刻まれている） れた。銘文「圃安（万）呂」の

可能性がある。万はほとんど見

えない。

完形2．65cm 1989年発掘 ㈱君津郡市文化財セ 71

ンター

土器（土師器） 破片（7．0㎝） 1994年発掘 ㈲千葉県文化財セン

ター

土器（土師器） 完形2．40㎝ 1994年発掘 背面に赤色顔料付着。

土器（土師器） 完形6．65cm 1994年発掘 ㈱千葉県文化財セン 背面に赤色顔料付着。

ター

生産用具（施く小〉），石製品（透 破片（9．2㎝） 1995年発掘 働千葉県文化財セン 背面に赤色顔料付着。鍛冶工房

明感のある緑を帯びた滑石臼玉）， ター 跡。鍛冶炉（径約1m、深さ約15

土器（土師器・不明土製品く模造 cm）、作業場と見られる浅い窪み

品〉？・土製勾玉1），その他（鉄 がある。

津・鍛造剥片・羽口）

生産用具（鉄製馨），武器（鉄繊）， 完形4．78cm 1994年発掘 働千葉県文化財セン

装身具（璃瑠勾玉1・管玉く緑色 ター

凝灰岩＞2），その他（環状鉄製品・

土製品・磨石・石皿）

土器（土師器） 完形4．83cm 1994年発掘 働千葉県文化財セン 鏡式の判断はX線写真による。

ター

装身具（石製勾玉） 欠損6．7cm 1998年発掘 市原市埋蔵文化財調 72 彩色あり。流出した墳丘封土よ

査センター り出土。中央主体部に由来する

ものと思われる。

装身具（勾玉・管玉・ガラス小 完形6．2㎝ 1994年発掘 肋山武郡市文化財セ 73

玉），土器（土師器） ンター

生産用具（刀子・砥石），土器（土 破片 1990年発掘 ㈱山武郡市文化財セ 東京国立博物館所蔵列品番号

師器・須恵器） ンター TE270と同型。

完形10．85cm 不明 真行寺　昭 74・ 成東町指定有形文化財工芸品
75 （昭和57年9月11日）。

土器（土師器杯・武蔵型甕） 完形9．Ocm 1996年発掘 千葉市埋蔵文化財調 76

査センター

装身具（ガラス玉） 破片（6．9cm） 1994年 働凍総文化財センタ 鏡背面に赤色顔料付着。外区に

一 鋸歯文帯。
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鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

107 重圏文鏡 太田・大篠塚遺跡48号住

居跡

オオタ・オオシノヅカイセ
キ

佐倉市大字太田・大篠塚 集落 竪穴住居 古墳時代

108 海獣葡萄鏡 野毛平木戸下遺跡019号

住居跡

ノゲダイラキドシタイセキ 成田市大字野毛平字木戸下 集落 竪穴住居 平安時代

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器（土師器） 破片（11．2cm） 1982年発掘 佐倉市教育委員会 外区に鋸歯文→波文帯→櫛歯文
帯。

生産用具（鉄製紡錘車軸），石製品

（紡錘車），土器（土師器杯・片口

鉢・甕）

完形11．1cm 1986年発掘 成田市教育委員会社

会教育課

77

〔東京都〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

14 乳文鏡（十二
乳）

入幡塚古墳（西岡14号墳） ハチマンヅカコフン（ニシ

オカジュウヨンゴウフン）

世田谷区尾山台2丁目11番 古墳（帆立貝式

古墳もしくは造

出付古墳推定長

33．5m）

木棺直葬（箱形

木棺）

古墳中期

15 内行花文鏡
（五弧）

扇塚古墳 オオギヅカコフン 大田区田園調布1丁目12番 古墳（円墳径約

23．Om）

木炭榔 古墳前期

16 不明 扇塚古墳 オオギヅカコフン 大田区田園調布1丁目12番 古墳（円墳径約
23．Om）

木炭榔 古墳前期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（ガラス小玉約850），武器 完形12．Ocm 1995年発掘 世田谷区教育委員会 22 埴輪が1点採集されているが、鏡

（直刀1・槍1・鉄鐵約30） 出土時の発掘調査等では確認さ

れておらず、埴輪が樹立されて

いたか否かは断定できない。（主

体部）埋葬施設は、中央主体部

（存在を推定）→箱形石棺→箱形

木棺（鏡出土）の順で造られて

いると推定。箱形石棺が5世紀

第3～4四半期、鏡出土の箱形

木棺が5世紀末～6世紀初頭と
考えられている。

装身具（ガラス玉），武器（直刀・ 完形8．5㎝ 1996年発掘 世田谷区教育委員会 周溝から元屋敷式に比定される

鉄鋤 高杯と小型壼などが出土。調査

団内部資料と大田区教育委員会

野本孝明の教示による。報告書
未刊。

装身具（ガラス玉），武器（直刀・ 完形7．7㎝ 1996年発掘 世田谷区教育委員会 X線撮影の結果、文様は確認で
鉄鑛） きない。表土直下の出土。

〔新潟県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

24 盤龍形鏡 「上条コロビ堂」 不明 長岡市大字上除町字転堂 不明 古墳時代

25 彷製入弧内行

花文鏡

蔵王遺跡包含層（5号掘

建柱建物跡付近）

ザオウイセキ 佐渡郡新穂村大字下新穂 集落 布掘掘立柱建物 古墳前期？

26 珠文鏡 蔵王遺跡包含層（5号掘

建柱建物跡付近）

ザオウイセキ 佐渡郡新穂村大字下新穂 集落 布掘掘立柱建物 古墳前期？

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

完形8．3㎝ 1919年 上越市立総合博物館 34 橋本博文は「上条コロビ堂」を

新潟県長岡市上除町転堂の可能

性があるとする。この鏡ととも

に和鏡もおなじ箱に収納。「大正

八年、上條　コロビ堂、崖崩ノ

際」という注記あり。鏡面に布

痕付着。

武器（銅鋤）、土器 完形10．5㎝ 1996年発掘 新穂村教育委員会 35・ 同型鏡群馬県高崎市蟹沢古墳
36・ （小川忠明による）。遺構及び伴

37 出遺物については厳密には断定

できない。小川忠明教示。

武器（銅錨i），土器 破片（6．4cm） 1996年発掘 新穂村教育委員会 35・

36・

37
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〔石川県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

29 （半円方格帯）

神獣鏡

雨の宮1号墳第一主体部 アメノミヤイチゴウフン 鹿島郡鹿西町大字能登部上 古墳（前方後方

墳長64．Om）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳前期

30 弥生小形彷製

鏡

四柳白山下遺跡遺物包含

層

ヨツヤナギバクサンシタイ

セキ

羽咋市四柳町 集落 遺物包含層 古墳前期

31 弥生小形彷製

鏡

大友西遺跡 オオトモニシイセキ 金沢市 集落 溝 弥生庄内式

併行期

32 彷製乳文鏡 黒瀬御坊山A1号墳 クロセゴボウヤマエーイチ

ゴウフン

加賀市黒瀬町 古墳（円墳径

18．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳中期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（管玉14），生産用具（鉄斧 完形16．7cm 1996年発掘 鹿西町教育委員会 27 斜縁。乳4つ。外区は獣文帯の

2），武器（銅嫉52・鉄繊30以上・ 変形で渦文状。

刀7以上・剣10以上），武具（方形

板革綴短甲），石製腕飾類（石釧

15・車輪石4），石製品（琴柱形石

製品），その他（革盾？）

欠損（5．5cm） 1997年発掘 働石川県埋蔵文化財 28 外区は櫛歯文。内区は乳の数5。

センター 内・外区境に二重圏線。ベンガ

ラ付着。乳間は磨耗してよく分

からない。ただし概報では「S」

字状文としている。径1cm大の

面径の割に大きな鉦。

完形6．7cm 1995年発掘 金沢市埋蔵文化財セ 29 外区は斜行櫛歯文、内区は文様

ンター（金沢市教育 不明（全体的に磨耗のため）。鉦

委員会） 座は内区より一段低い。金沢市

教育委貝会出越茂和教示。報告

書未刊。

装身具（碧玉勾玉1・ガラス小玉 完形7．2㎝ 1997年発掘 ㈲石川県埋蔵文化財 30 平縁一鋸歯文一不明文様帯一櫛

20前後・滑石臼玉500），武器（鉄 センター 歯文一入つの房状一鉦。

鐵15）

〔福井県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

48 彷製四獣鏡 今市岩畑遺跡 イマイチイワバタケイセキ 福井市今市町 墳墓 遺物包含層 古墳中期

49 彷製六弧内行

花文鏡

今市岩畑遺跡8号墳 イマイチイワバタケイセキ 福井市今市町 古墳（方墳辺

13．5×12．2m）

不明 古墳前期

50 珠文鏡 戸板山6号墳埋葬施設 トイタヤマロクゴウフン 今立郡今立町山室56字戸板

山

古墳（方墳辺9．O

m内外）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（水晶勾玉1・碧玉管玉6・

滑石小玉10・ガラス小玉1）

欠損7．0㎝ 1993年発掘 福井県教育庁埋蔵文

化財調査センター
（分室）

40・

41

石製腕飾類（石釧1） 欠損（5．2cm） 1993年発掘 福井県教育庁埋蔵文

化財調査センター
（分室）

40・

41

完形8．0〔m 1996年発掘 今立町歴史民俗資料

館

42

〔山梨県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

60 わらびて文鏡
？

伝豊富村大鳥居某古墳 デン　トヨトミムラオオト

リイボウコフン

東八代郡豊富村大字大鳥居 墳墓

61 六鈴鏡 大塚古墳 オオツカコフン 西八代郡三珠町大字大塚 古墳（帆立貝式

古墳長40．Om）

竪穴式石室 古墳中期

62 櫛歯文鏡 平林2号墳 ヒラバヤシニゴウフン 東山梨郡春日居町大字鎮目

字平林21－4外

古墳（円墳径15

m前後）

横穴式石室 古墳後期

63 珠文鏡 平林2号墳 ヒラバヤシニゴウフン 東山梨郡春日居町大字鎮目

字平林2仁4外

古墳（円墳径15

m前後）

横穴式石室 古墳後期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

生産用具（刀子），武器（鉄鎌）， 完形7．1㎝ 1792年 竹内因幡 78 山梨県史編纂調査により、寛政

馬具（素環鏡板付轡） 4年（1792）に刊行された『並

山日記』（黒川春村）記載の鏡

が、刀子・鉄鎌・素環轡ととも

に確認された。これらは同一古

墳のものか否か不明。

装身具（鈴釧），武器（鉄鐵），武 完形11．45cm 1994年発掘 三珠町教育委員会 79・ 整理中。

具（短甲・小札），馬具（鉄製楕円 80

形鏡板付轡・鉄製剣菱形杏葉・辻

金具），その他（須恵器）

装身具（勾玉・管玉・切子玉・丸 完形6．11cm 1998年発掘 山梨県埋蔵文化財セ 整理中。平成11年度報告書刊行

玉・小玉・金環11），武器（鉄刀・ ンター 予定。

鞘尻金具・柄頭・鉄鎌），武具（小

札），馬具（轡4組・鉄具・雲珠・

辻金具），土器（須恵器）

装身具（勾玉・管玉・切子玉・丸 完形7．49㎝ 1998年発掘 山梨県埋蔵文化財セ 整理中。平成11年度報告書刊行

玉・小玉・金環11），武器（鉄刀・ ンター 予定。

鞘尻金具・柄頭・鉄簸），武具（小

札），馬具（轡4組・銃具・雲珠・

辻金具），土器（須恵器）
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〔岐阜県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

160 双鳳紋鏡（夢

鳳鏡）

象鼻山1号古墳後方部 ゾウピサンイチゴウコフン 養老郡養老町 古墳（前方後方

墳長40．1m）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳前期

161 彷製六弧内行

花文鏡

伝穂積 デンホヅミ 本巣郡穂積町 不明 不明 不明

162 方格規矩四神

鏡

砂行遺跡SBEO1住居趾 スギョウイセキ 関市下有知 集落 竪穴住居 弥生庄内式

併行期

163 彷製半円方形

帯四神鏡

砂行1号墳第2主体 スギョウイチゴウフン 関市下有知 古墳（円墳径

22．7m）

木棺直葬 古墳中期

164 俵文鏡 前波長塚古墳前方部 マエナミナガツカコフン 可児市中恵土 古墳（前方後円

墳長72．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺あるいは

舟形木棺）

古墳前期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

武器（鉄錨i53・鉄刀2・鉄剣6）， 完形11．7cm 1997年発掘 養老町教育委員会 115

石製品（琴柱形石製品3），土器（二

重口縁壼・S字甕・高杯・小型器
台）

完形9．1cm 不明 個人蔵 113

土器（高杯・細頚壼く廻間1－2 銘帯「真」？ 破片（18cm） 1998年発掘 岐阜県文化財保護セ 114 直径2．5mmの穿孔あり。破面研

～
3＞） ンター 磨。竪穴住居は焼失家屋。

その他（鉄製品の小片あり，撹乱 欠損11．1cm 1998年発掘 岐阜県文化財保護セ 114・ 長さ3．5m、幅9mの作り出しを
を受ける） ンター 117 もつ。

装身具（管玉16・號珀丸玉35・ガ 完形12．3㎝ 1997年発掘 可児市教育委員会 112・ 後円部墓墳内より土師器片（壼
ラス玉578），石製腕飾類（石釧1） 116・ ・ 甕・高杯・器台など）出土。

118 表裏の一部に赤色顔料が付着。

分析の結果、水銀朱とベンガラ

と判明。鉦孔内部に繊維が遺存。

分析の結果、苧麻の可能性あり。

〔静岡県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

193 内行花文鏡 明ケ島5号墳第1主体部 ミョウガシマゴゴウフン 磐田市大字明ケ島 古墳（方墳辺

19．0×14．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳中期

194 獣形鏡 五塚山古墳第1主体部 イツヅカヤマコフン 小笠郡大東町大字大坂7163

－
3

古墳（円墳径

20．Om）

礫榔（組合式木
棺〉

古墳中期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

武器（剣・刀子） 完形8．Ocm 1997年発掘 磐田市埋蔵文化財セ

ンター

79

装身具（管玉・丸玉・ガラス小玉・

不明垂飾金具），武器（鉄剣・鉄

矛），土器（須恵器〈台付有蓋四連

杯・台付三連醜〉）

完形14．8cm 1997年発掘 大東町教育委員会 彩色あり。大東町教育委員会鬼

澤勝人教示。主体部は第1～第

3まであり。鏡出土は第1のみ。

〔三重県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

187 乳文鏡 庄田1号墳 ショウダイチゴウフン 久居市庄田町 古墳（円墳径

20．Om）

木棺直葬 古墳後期

188 乳文鏡 横山13号墳北棺 ヨコヤマジュウサンゴウフ

ン

名張市赤目町大字壇字横山 古墳（円墳径

16．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳中期

189 珠文鏡 横山14号墳 ヨコヤマジュウヨンゴウフ

ン

名張市赤目町大字壇字横山 古墳（円墳径

12．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳中期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（ガラス玉），武器（刀） 完形 1993年発掘 久居市教育委員会 48

装身具（勾玉2・棄玉5・臼玉8・

丸玉4・小玉2・ガラス玉50），武

器（直刀1）

完形8．3cm 1993年発掘 名張市教育委員会 49 彩色あり。文様面を下に出土。

文様面には朱が付着。

装身具（勾玉20・棄玉1’管玉11・

ガラス小玉44），生産用具（蕨手刀

子1・刀子2），武器（直刀2）

完形9．5cm 1993年発掘 名張市教育委員会 49 彩色あり。文様面を下にして出

土。文様帯に朱と布付着。布は

厚手の平織りと紐、布様の3種
類あり。

〔滋賀県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

89 振文鏡 真野古墳埋葬施設 マノコフン 大津市真野町六丁目19－1 古墳（円墳径

20．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳中期

、　伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（琿璃勾玉2碧玉勾玉1・ 完形12．0㎝ 1996年発掘 大津市教育委員会 71・

緑色凝灰岩勾玉24・緑色凝灰岩管 72

玉31・緑色凝灰岩臼玉8），生産用

具（鉄斧2・鉄鎌2・鉄鍬先2・
刀子2），武器（蕨手刀子・鉄短剣・

鉄槍），武具（鉄製冑1），石製品

（滑石製琴柱形石製品1），その他

（埴製舟形容器1・埴製桶形容器
1）
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鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

90 素文鏡 大洲遺跡 オオスイセキ 守山市阿村町 集落 土坑 古墳前期

91 珠文鏡 木曽遺跡SH24 キソイセキ 犬上郡多賀町大字木曽 集落 竪穴住居 古墳中期

92 獣帯鏡 北山古墳主体部 キタヤマコフン 東浅井郡虎姫町大字中野 古墳（前方後円

墳長43．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳中期

〔京都府〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

259 振文鏡 左坂C21号墳主体部 ササカシーニジュウイチゴ

ウフン

中郡大宮町大字周枳字左坂 古墳（円墳径

20．Om）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳中期

260 方格規矩四神

鏡

大田南5号墳第1主体部 オオタミナミゴゴウフン 竹野郡弥栄町大字和田野字

大田・中郡峰山町大字矢田

字坂尾

古墳（方墳辺

18．8×12．3m）

箱式石棺 古墳前期

261 乳文鏡 南谷3号墳主体部 ミナミタニサンゴウフン 熊野郡久美浜町大字壱分 古墳（円墳） 木棺直葬（組合

式木棺）

古墳後期

262 珠文鏡 谷垣18号墳主体部 タニガキジュウハチゴウフ

ン

熊野郡久美浜町大字永留 古墳（円墳） 木棺直葬（組合

式木棺）

古墳後期

263 重圏文鏡？ 谷垣18号墳主体部 タニガキジュウハチゴウフ

ン

熊野郡久美浜町大字永留 古墳（円墳） 木棺直葬（組合

式木棺）

古墳後期

264 四獣鏡 愛宕神社古墳主体部 アタゴジンジャコフン 竹野郡弥栄町大字堤字屋ヶ

谷

古墳（方墳辺

20．0×20．Om）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳前期

265 型式不明 愛宕神社古墳主体部 アタゴジンジャコフン 竹野郡弥栄町大字堤字屋ヶ

谷

古墳（方墳辺

20．0×20．Om）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳前期

266 乳文鏡 菩提東古墳第1主体部 ボダイヒガシコフン 竹野郡弥栄町大字吉沢字菩

提

古墳（方墳P辺

16．0×20．Om）

木棺直葬 古墳中期

267 画文帯神獣鏡 庵寺山古墳主体部 アンデラヤマコフン 宇治市広野町丸山 古墳（円墳径6．O

m）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳前期

268 二神二獣鏡？ 千歳下遺跡 チトセシタイセキ 舞鶴市千歳町 祭祀 包含層 古墳中期

269 鏡式不明 千歳下遺跡 チトセシタイセキ 舞鶴市千歳町 祭祀 包含層 古墳中期

270 内行花文鏡 武者ヶ谷1号墳 ムシャガタニイチゴウフン 福知山市堀町 古墳（方墳辺

18．0×20．Om）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳中期

271 小形彷製鏡 徳雲寺北6号墳第1主体
部

トクウンジキタロクゴウフ

ン

船井郡園部町大字小山東町 古墳（方墳辺

8．5×12．Om）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳中期

272 四獣鏡 天王山A－17号墳主体部 テンノウザンエージュウナ

ナゴウフン

熊野郡久美浜町大字鹿野字

天王山

古墳（円墳径

16．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳時代

273 珠文鏡 奈具岡北1号墳くびれ部

流土

ナグオカキタイチゴウフン 竹野郡弥栄町×字溝谷字奈

具岡

古墳（前方後円

墳長60．Om）

流土 古墳中期
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（勾玉9・管玉10・裏玉7・

白玉60）

破片（3、Ocm） 1995年発掘 守山市教育委員会 73 破砕鏡。土坑の規模は径約13cm、

深さ10cm。

石製品（砥石1＞，土器（土師器甕

3・高杯6・小型丸底壼3）

破片（5．4cm） 1996年発掘 滋賀県教育委員会 74 破砕鏡。成分分析あり。

生産用具（刀子1），武器（鉄剣

1），武具（鉄短甲1）

内区「長」「子」「孫」 完形13．6cm 1996年発掘 滋賀県教育委員会 75

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（竪櫛・玉類），生産用具（鉄 完形9．0㎝ 1998年発掘 側）京都府埋蔵文化財 194

斧・鉄鎌） 調査研究センター

武器（鉄刀），土器（土師器く壼・ 青龍三年（235年） 完形17．4cm 1994年発掘 弥栄町教育委員会 195・ TLVを磨く。同型鏡高槻市安
高杯・器台・鉢〉） 銘帯「青龍三年顔 196 満宮山古墳。

氏作党成文章　左龍

右虎避不詳　朱爵玄

武順陰陽　八子九孫

治中央　壽如金石候
王」

装身具（玉類），武器（鉄繊） 完形7．5cm 1995年発掘 久美浜町教育委員会 196・

208

装身具（玉類），生産用具（鉄斧・ 完形8．5㎝ 1997年発掘 久美浜町教育委員会 207

鉋），土器（鼓形器台）

装身具（玉類），生産用具（鉄斧・ 完形6．8㎝ 1997年発掘 久美浜町教育委員会 207

施），土器（鼓形器台）

装身具（櫛・玉類く勾玉・管玉・ 完形12．8㎝ 1997年発掘 働京都府埋蔵文化財 197・

小玉〉），生産用具（鉄斧・刀子）， 調査研究センター 198

武器（鉄刀）

装身具（櫛’玉類く勾玉・管玉・ 破片 1997年発掘 肋京都府埋蔵文化財 198

小玉〉），生産用具（鉄斧・刀子）， 調査研究センター

武器（鉄刀）

装身具（玉類く板状勾玉・管玉・ 完形4．6㎝ 1997年発掘 肋京都府埋蔵文化財 199

小玉〉） 調査研究センター

生産用具（斧5・鎌7・馨3・錐 完形 1996年発掘 宇治市教育委員会 197・

2・牛鎌18・鉋3・刀子11・釣針 200

3・ヤス1），武器（剣2・刀9）

装身具（銅釧・玉類く硬玉勾玉・ 銘帯「口口孫孫口」 破片（14．0㎝） 1998年発掘 舞鶴市教育委員会 201・ 現存長8．2cm。穿孔あり。破面研

管玉〉・滑石勾玉・滑石管玉・白玉・ 202 磨。

有孔円板）・土器（手捏土器）

装身具（銅釧・玉類く硬玉勾玉・ 破片 1998年発掘 舞鶴市教育委員会 201・ 現存長9．6cm。穿孔あり。

管玉〉・滑石勾玉・滑石管玉・臼玉・ 202

有孔円板）・土器（手捏土器）

装身具（玉類く勾玉2・管玉3・ 完形8．0㎝ 1998年発掘 福知山市教育委員会 202・

號珀丸玉・ガラス小玉148＞） 203

装身具‘（玉類く勾玉・ガラス小 完形 1996年発掘 園部町教育委員会 204

玉〉），生産用具（鉄釜・曲刀子・

刀子）

装身具（玉類くガラス小玉107’管 完形6．4㎝ 1996年発掘 肋京都府埋蔵文化財 205

玉3・勾玉1＞），武器（鉄鎌1） 調査研究センター

欠損3．8cm 1996年発掘 肋京都府埋蔵文化財 206

調査研究センター
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鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

251 小形彷製鏡
（重圏文鏡）

利倉南遺跡包含層 トクラミナミイセキ 豊中市利倉3丁目 集落 遺物包含層

252 不明 垂水遺跡落ち込み78 タルミイセキ 吹田市垂水町1丁目 集落 落ち込み 古墳前期

253 三角縁環状乳

神獣鏡

安満宮山古墳主体部 アマミヤヤマコフン 高槻市安満御所ノ町 古墳（方墳辺

18．0×21．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

254 三角縁獣文帯

四神四獣鏡

安満宮山古墳主体部 アマミヤヤマコフン 高槻市安満御所ノ町 古墳（方墳辺

18．0×21．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

255 斜縁二神二獣

鏡

安満宮山古墳主体部 アマミヤヤマコフン 高槻市安満御所ノ町 古墳（方墳辺

18．0×21．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

256 平縁同向式神

獣鏡

安満宮山古墳主体部 アマミヤヤマコフン 高槻市安満御所ノ町 古墳（方墳辺

18．0×21．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

257 「青龍三年」方

格規矩四神鏡

安満宮山古墳主体部 アマミヤヤマコフン 高槻市安満御所ノ町 古墳（方墳辺

18．0×21．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

258 四獣鏡 郡家車塚古墳第2主体部 グンゲクルマヅカコフン 高槻市岡本町 古墳（前方後円

墳長86．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

259 小形彷製鏡

（素文鏡）

溝咋遺跡柱穴1738 ミゾクイイセキ 茨木市学園町 集落 柱穴 弥生庄内式

併行期

260 方格規矩鏡 池島福万寺遺跡包含層 イケジマフクマンジイセキ 東大阪市池島町 集落 遺物包含層 古墳前期

261 半円方形帯神

獣鏡

池島福万寺遺跡包含層 イケジマフクマンジイセキ 東大阪市池島町 集落 遺物包含層 古墳前期

262 小形彷製鏡

（重圏文鏡）

田井中遺跡包含層 タイナカイセキ 八尾市空港1丁目 集落

263 小形彷製鏡 東山遺跡1号土墳墓 ヒガシヤマイセキ 南河内郡河南町大字東山 墳墓 土墳墓（組合式

木棺）

古墳前期

264 小形彷製鏡
（四弧内行花文鏡）

東山遺跡2号土墳墓 ヒガシヤマイセキ 南河内郡河南町大字東山 墳墓 土墳墓（組合式

木棺）

古墳前期

265 半円方形帯神

獣鏡

風吹山古墳北棺 カゼフキヤマコフン 岸和田市池尻町 古墳（帆立貝式

古墳長71．Om）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳中期

266 不明 風吹山古墳北棺 カゼフキヤマコフン 岸和田市池尻町 古墳（帆立貝式

古墳長71．Om）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳中期
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

完形6．Ocm 1996年発掘 豊中市教育委員会 178・

190

破片（28．Ocm） 1998年発掘 吹田市教育委員会 189・

191

装身具（ガラス小玉1603），生産用 銘帯「吾作明鏡練圃 完形21．8㎝ 1997年発掘 高槻市保管（文化庁 180・

具（板状鉄斧1・袋状鉄斧1・鎌 好同文章皆園師固 所蔵） 185・

1・馨1・鉋2・刀子2），武器（鉄 国上有東王父王 186・

刀1），その他（布2） 西母　師子辟邪甚口 187・

圓口口口口口口團 188

子　吏人得之　位至

三公　甚楽号」

装身具（ガラス小玉1603），生産用 半円方格帯「天∫王」 完形22．5㎝ 1997年発掘 高槻市保管（文化庁 180・ 同型鏡兵庫県安田古墳・東博所

具（板状鉄斧1・袋状鉄斧1・鎌 「日」「月」「吉」 所蔵） 185・ 蔵鏡。

1・馨1・鉋2・刀子2），武器（鉄 186・

刀1），その他（布2＞ 187・

188

装身具（ガラス小玉1603），生産用 銘帯「吾作明鏡自有 完形15．8cm 1997年発掘 高槻市保管（文化庁 180・

具（板状鉄斧1・袋状鉄斧1・鎌 己　青龍白庸居左有 所蔵） 185・

1・整1・鉋2・刀子2），武器（鉄 令人長命宜子孫　作 186・

刀1），その他（布2） 吏高遷車生園耳 187・

作師長命吉」 188

装身具（ガラス小玉1603），生産用 銘帯「陳是作鏡　君 完形17．6㎝ 1997年発掘 高槻市保管（文化庁 180・

具（板状鉄斧1・袋状鉄斧1・鎌 宜高官（鏡字）　保 所蔵） 185・

1・馨1・鉋2・刀子2），武器（鉄 子宜孫　萬年」 186・

刀1），その他（布2） 187・

188

装身具（ガラス小玉1603），生産用 青龍三年（235年） 完形17、4㎝ 1997年発掘 高槻市保管（文化庁 180・ 同型鏡太田南5号墳。

具（板状鉄斧1・袋状鉄斧1・鎌 銘帯「青龍三年　顔 所蔵） 185・

1・馨1・鉋2・刀子2），武器（鉄 氏作鏡成文章　左龍 186・

刀1），その他（布2） 右虎辟不詳　朱爵玄 187・

武順陰陽　八子九孫 188

治中央　壽如金石宜

侯王」

装身具（硬玉勾玉・碧玉勾玉・グ 完形12．4㎝ 1995年発掘 高槻市保管 177 トレンチ調査のため一部のみ発

リーンタフ勾玉・碧玉管玉・グリ 掘。

一ンタフ管玉・ほか玉類）

完形2．9㎝ 1997年発掘 側）大阪府文化財調査 183・

研究センター 184

破片 1994年発掘 ㈱大阪府文化財調査 175・

研究センター 176・

181

半円方格帯「天（王） 破片 1994年発掘 ㈱大阪府文化財調査 175・

（日）（月）」 研究センター 176・

181

完形7．8㎝ 1995年発掘 ㈱大阪府文化財調査 176・

研究センター 179

土器（土師器底部） 完形6．5㎝ 1997年発掘 河南町教育委員会 182・

‘

183

生産用具（鉄斧・錐i），武器（鉄剣） 完形8．1cm 1997年発掘 河南町教育委員会 182・

183

装身具瀦翠勾玉・碧玉勾玉・ガ 半円方格帯（ほとん 完形15．3cm 1994年発掘 岸和田市教育委員会 174

ラス勾玉・グリーンタフ勾玉・碧 ど不明）

玉勾玉・ガラス裏玉・竪櫛），生産

用具（刀子・鉋・針），武器（鉄刀）

装身具（嘉翠勾玉・碧玉勾玉・ガ 不明（20．Ocm） 1994年発見 岸和田市教育委員会 174 現物なし。発掘調査で痕跡のみ

ラス勾玉・グIJ一ンタフ勾玉・碧 有。

玉勾玉・ガラス裏玉・竪櫛），生産

用具（刀子・鉋・針），武器（鉄刀）
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鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

237 不明 田能高田遺跡遺物包含層 タノタカダイセキ 尼崎市田能2丁目3－1他 集落 遺物包含層 古墳前期

238 乳文鏡（弥生

小形彷製鏡）

篠原遺跡第12次調査大溝
（SDO1）

シノハライセキ 神戸市灘区篠原中町2丁目 集落 溝 弥生V期

239 単線波文鏡 長田神社境内遺跡第10次

調査SB13（竪穴住居跡）

ナガタジンジャケイダイイ

セキ

神戸市長田区六番町8丁目
3

集落 竪穴住居 弥生V期～

庄内式併行

期

240 重圏文鏡（弥

生小形彷製
鏡）

松本遺跡遺物包含層 マツモトイセキ 神戸市西区櫨谷町松本 集落 遺物包含層 弥生V期

241 弥生小形彷製

鏡

表山遺跡環濠内出土 オモテヤマイセキ 神戸市西区伊川谷町上脇 集落 溝 弥生V期

242 変形四獣鏡 高津橋大塚古墳 コウヅバシオオツカコフン 神戸市西区高津橋 古墳（円墳径
15．5m）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳中期

243
弥生小形彷製

鏡

新方遺跡（野手西方地区）

溝状遺構

シンポウイセキ　（ノテセイ

ホウチク）

神戸市西区玉津町正方から

西河原

集落 溝 弥生時代

244 櫛歯文鏡（1
号鏡）

藤江別所遺跡井戸祉 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸趾 古墳前期

245 櫛歯文鏡（2
号鏡）

藤江別所遺跡井戸趾 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸祉 古墳前期

246 櫛歯文鏡（3
号鏡）

藤江別所遺跡井戸祉 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸祉 古墳前期

247 珠文鏡（4号
鏡）

藤江別所遺跡井戸祉 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸趾 古墳前期

248 素文鏡（5号
鏡）

藤江別所遺跡井戸祉 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸祉 古墳前期

249 珠文鏡（6号
鏡）

藤江別所遺跡井戸祉 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸趾 古墳前期

250 重圏文鏡（7
号鏡）

藤江別所遺跡井戸趾 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸趾 古墳前期

251 素文鏡（8号
鏡）

藤江別所遺跡井戸祉 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸趾 古墳前期

252 重圏文鏡（9
号鏡）

藤江別所遺跡井戸祉 フジエベッショイセキ 明石市藤江町別所 祭祀 井戸趾 古墳前期

253 画文帯神獣鏡

（同向式）

里古墳後円部竪穴式石室 サトコフン 加古川市平荘町里 古墳（前方後円

墳長約45．Om）

竪穴式石室 古墳後期
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伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（石釧片），土器他 破片（8，8cm） 1992年発掘 兵庫県教育委員会 106

土器（弥生時代後期後半の弥生土 欠損（9．Ocm） 1995年発掘 兵庫県教育委員会 107

器）

土器（弥生土器後期後半～庄内式 完形6．2（m 1997年発掘 神戸市教育委員会 108 遺構の年代は弥生V期後半～庄

併行期） 内式併行期とのことであるが、

鏡は古墳時代の小形彷製鏡の特

徴を有する。

土器（弥生土器） 完形6．8cm 1995年発掘 神戸市教育委員会 109

土器（弥生土器） 完形（4．75cm） 1995年発掘 兵庫県教育委員会 110 V期前半（V－1期）。高倉洋彰編

年の内行花文日光鏡系1型b類。

装身具（勾玉2・管玉30・臼玉289＋ 完形（7．8㎝） 1996年発掘 神戸市教育委員会 111 木棺直葬は礫敷粘土床をもっ構
α） 造である。

欠損（6、Ocm） 1996年発掘 神戸市教育委員会 高倉洋彰編年の内行花文日光鏡

系1型b類。湯彫りの悪い結果、

ス状の孔と欠損部分があり、き

わめて鋳上がりが粗悪。

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形3．87㎝ 1994年発掘 明石市教育委員会 113 径約5m、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸

玉車輪石1），土器（土師器）

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形4．15cm 1994年発掘 明石市教育委員会 113 径約5m、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸

玉車輪石1），土器（土師器）

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形4．1cm 1994年発掘 明石市教育委員会 113 径約5m、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸

玉車輪石1），土器（土師器）

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形6．47cm 1994年発掘 明石市教育委員会 113 径約5m、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸

玉車輪石1），土器（土師器）

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形3．96cm 1994年発掘 明石市教育委員会 113 径約5m、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸

玉車輪石1），土器（土師器）

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形5．1cm 1994年発掘 明石市教育委貝会 113 径約5m、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸

玉車輪石1），土器（土師器）

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形2．96㎝ 1994年発掘 明石市教育委員会 113 径約5m、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸

玉車輪石1），土器（土師器）

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形2．59cm 1994年発掘 明石市教育委員会 113 径約5皿、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸

玉車輪石1），土器（土師器）

青銅製祭器（小形彷製鏡9），装身 完形3．34㎝ 1994年発掘 明石市教育委員会 113 径約5m、深さ約4mの素掘り
具（滑石勾玉1），石製腕飾類（碧 の井戸
　　　《玉車輪石1），土器（土師器）

装身具（碧玉管玉1） 半円方格帯「吾作明 完形21．0㎝ 1997年発掘 加古川市教育委員会 同型鏡勝福寺古墳北墳。踏みか

寛」（14の方格帯に銘 えし鏡と捉えられる。後円部埋

文あり） 葬施設は調査者は竪穴式石室と

呼称しているが、その構造は墓

墳底、壁に沿って厚く粘土を配

し、礫床をつくり、それに沿っ

て現状では三段ほど礫石を積み

上げた埋葬施設である。
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鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

254 斜縁四獣鏡 年ノ神6号墳 トシノカミロクゴウフン 三木市鳥町 古墳（方墳辺

13．3×9．5m＞

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳中期

255 珠文鏡 御旅山13号墳 オタビヤマジュウサンゴウ

フン

姫路市飾磨区妻鹿 古墳（円墳径約

150．Om）

不明 古墳中期

256 変形獣形鏡 御旅山13号墳 オタビヤマジュウサンゴウ

フン

姫路市飾磨区妻鹿 古墳（円墳径約

150．Om）

不明 古墳中期

257 不明 井の端7号墓箱式石棺 イノハタナナゴウボ 赤穂郡上郡町山野里大酒・

猪之鼻

墳墓（方形周溝

墓・方形台状墓

辺約16．0×10．O

m）

箱式石棺 弥生庄内式

併行期

258 重圏文鏡 井の端7号墓木棺墓墳 イノハタナナゴウボ 赤穂郡上郡町山野里大酒・

猪之鼻

墳墓（方形周溝

墓’方形台状墓

辺約16．0×10．O

m）

木棺直葬（組合

式木棺）

弥生庄内式

併行期

259 内行花文鏡 西家の上山頂古墳 ニシイエノウエサンチョウ

コフン

養父郡八鹿町八鹿小山字西

家の上

墳墓 不明 不明

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（硬玉勾玉1・ガラス小玉 完形 1994年発掘 兵庫県教育委員会 112

190以上・竪櫛3），生産用具（鉄鉋

1・鉄鎌1・鉄斧2・鉄鋤先1），

武器（鉄刀2・鉄剣2・鉄錨i数
十），武具（三角板革綴短甲1），

土器（韓式土器），その他（不明漆

塗製品）

装身具（硬玉勾玉1・ガラス小玉 欠損7．Ocm 1993年発掘 姫路市教育委員会 114

266），生産用具（鉄刀子4），武器

（鉄錨i1），土器（須恵器くTK73型

式〉），その他（不明鉄器1）

装身具（硬玉勾玉1・ガラス小玉 完形9．3cm 1993年発掘 姫路市教育委員会 114

266），生産用具（鉄刀子4），武器

（鉄錨i1），土器（須恵器くTK73型

式〉），その他（不明鉄器1）

その他（不明鉄製品） 破片（13．7cm） 1993年発掘 上郡町教育委員会 115 破鏡。

装身具（碧玉管玉1・ガラス小玉 完形7．9㎝ 1993年発掘 上郡町教育委貝会 115 舶載鏡の可能性も高い。

2），その他（人骨1体分）

欠損（10．0㎝） 八鹿町教育委員会 工事中の表面採集遺物。内区の

太い素面突帯の存在等から舶載

鏡の可能性が大きいと捉えてい

るが、花文間の珠点の存在から

通説に従い彷製鏡とした。

〔奈良県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

391 不明 小泉大塚古墳後円部石室 コイズミオオツカコフン ×和郡山市小泉町大字大塚 古墳（前方後円

墳長88．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

392 画文帯神獣鏡 小泉大塚古墳後円部石室 コイズミオオツカコフン 大和郡山市小泉町大字大塚 古墳（前方後円

墳長88．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

393 獣首鏡 小泉大塚古墳後円部石室 コイズミオオツカコフン 大和郡山市小泉町大字大塚 古墳（前方後円

墳長88．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

394 内行花文鏡 小泉大塚古墳後円部石室 コイズミオオツカコフン 大和郡山市小泉町大字大塚 古墳（前方後円

墳長88．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

395 内行花文鏡 小泉大塚古墳後円部石室 コイズミオオツカコフン 大和郡山市小泉町大字大塚 古墳（前方後円

墳長88．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

396 画文帯神獣鏡 小泉大塚古墳後円部石室 コイズミオオツカコフン 大和郡山市小泉町大字大塚 古墳（前方後円

墳長88．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

397 不明 小泉大塚古墳後円部石室 コイズミオオツカコフン 大和郡山市小泉町大字大塚 古墳（前方後円

墳長88．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

398 彷製内行花文

鏡

下池山古墳後方部小石室 シモイケヤマコフンコウ 天理市成願寺町大字川下り 古墳（前方後方

墳長120．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

生産用具（刀子・鉋・馨・鉄斧）， 破片（約16．0㎝） 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 122 概報図21－1

武器（鉄剣・短刀），土器（土師器 研究所

壼）

生産用具（刀子・錐い馨・鉄斧）， 破片 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 122 概報図21－2

武器（鉄剣・短刀），土器（土師器 研究所

壼）

生産用具（刀子・鉋・馨・鉄斧）， 破片（約16，0cm） 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 122 概報図21－3

武器（鉄剣・短刀），土器（土師器 研究所

壼）

生産用具（刀子・錐i・馨・鉄斧）， 破片（約13．0㎝） 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 122 概報図21－4

武器（鉄剣・短刀），土器（土師器 研究所

壼）

生産用具（刀子・鉋・馨・鉄斧）， 破片 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 122 概報図21－5

武器（鉄剣・短刀），土器（土師器 研究所

壼）

生産用具（刀子・鉋・整・鉄斧）， 破片 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 122 概報図21－6

武器（鉄剣・短刀），土器（土師器 研究所

壼）

生産用具（刀子・鉋・馨・鉄斧）， 破片 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 122 概報図21－7

武器（鉄剣・短刀），土器（土師器 研究所

壷）

装身具（勾玉・管玉・ガラス小 完形（37，6cm） 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 123

玉），生産用具（鉋・ヤス），武器 研究所

（槍・刀），石製腕飾類（石釧），土

器（土師器壼）
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鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

399 半肉彫獣帯鏡

（二仙四禽鏡

？）

中山大塚古墳後円部石室 ナカヤマオオツカコフン 天理市中山町大字大塚 古墳（前方後円

墳長132．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

400 画文帯神獣鏡 黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺〉

古墳前期

401 三角縁張是作

銘六神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

402 三角縁天王・

日月獣文帯四

神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

403 三角縁新作銘

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町×字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

404 三角縁吾作銘

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

405 三角縁天王・

日月獣文帯五

神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

406 三角縁陳是作

銘四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

407 三角縁陳・是
・ 作銘獣文帯

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

408 三角縁神人龍

虎画像鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

409 三角縁天王日

月獣文帯四神

四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

410 三角縁吾作銘

三神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130，0m）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

411 三角縁吾作銘

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

武器（槍・刀・剣・鉄鋤），その他

（特殊壷・特殊器台・特殊埴輪）

銘帯「方」 破片 1994年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

124 他に破片1あり（同一個体か）。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鱗），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

半円方格帯「吾作明

寛自有紀口口公宜
子」

完形13，5cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鑛），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「張是作寛甚大

好上圃神守及龍虎

身有薗文章口街巨

古有聖固人東王父
渇飲飢食固」（口内は

方格内）

完形22．9cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳1号鏡。同型鏡徳島県

宮谷古墳・京都府内里古墳。

生産用具（鉄斧施），武器（刀・

剣・鉄鋤），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王・天王・

天王・天王・夫王・

天王・天王・日月」

完形23．8cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳2号鏡。同型鏡福岡県

石塚山古墳・奈良県新山古墳・

黒塚古墳27・33号鏡等。小林行

雄三角縁神獣鏡同箔鏡Nα39。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鎌），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「新作明寛　幽

律三剛　配徳君子
清而且明　銅出徐州

師出洛陽　彫文刻鎮

皆作文章　取者大吉

宜子孫」

完形23．2㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳3号鏡。同型鏡岡山県

備前車塚古墳・京都府北山古墳

等。小林行雄三角縁神獣鏡同箔

鏡Nα75。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣’鉄鍍），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「吾作明寛甚大

工　上有王喬及赤松

師子天鹿其糞龍　天

下名好世無讐」

完形20．Ocm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳4号鏡。同型鏡福岡県

石塚山古墳・兵庫県西求女塚古

墳等。小林行雄三角縁神獣鏡同

箔鏡Nα19。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鋤），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王・日月・

天王・日月」

完形22．5cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳5号鏡。同型鏡奈良
県桜井茶臼山古墳ほか。小林行

雄三角縁神獣鏡同箔鏡Nα31。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鎌），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「目陳是作寛甚

大好囹上有仙人不

知老囮古有聖人及

龍虎国身有文章口
街巨」

内区「王父」「仙」

完形22．Ocm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳6号鏡。同型鏡群馬県

伝上野国（伝三本木）。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄繊），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器’Y字形鉄器）

銘帯「陳・是・作・

寛」

内区の一神像に「王

父」他の一神像に「王

母」

完形22．3cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳7号鏡。同型鏡京都府

西山2号墳等。小林行雄三角縁神

獣鏡同箔鏡Nα17。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄簸），武具（甲冑の小札），

土器（土師器）、その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

内区「仙」 完形22．3cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

ユ25 黒塚古墳8号鏡。

生産用具（鉄斧・鉋〉，武器（刀・

剣・鉄鑛），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王日月」8

ヵ所

完形23．3cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳9号鏡。同型鏡岐阜県

竜門寺1号墳等。小林行雄三角

縁神獣鏡同箔鏡Nα35。

生産用具（鉄斧・鉋〉，武器（刀・

剣・鉄嫉），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「吾作明寛甚大

好　上右百鳥不知老

口口青寛日出卯号」

（字間に有心円文）

完形21．8㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳10号鏡。同型鏡兵庫県

西求女塚古墳等。小林行雄三角

縁神獣鏡同箔鏡Nα21。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鎌），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「国吾作明寛甚

大好上囮有仙人不

知老渇飲玉囹注飢

食棄五男二女日長
相　寿　如金石」（口

は方格内）

完形22．Ocm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳11号鏡。同型鏡黒塚古

墳25号鏡。
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鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

412 三角縁吾作銘

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

413 三角縁張是作

銘四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

414 三角縁画文帯

六神三獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Oln）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

415 三角縁天・王

・ 日・月・吉

獣文帯四神四

獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

416 三角縁張氏作

銘三神五獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

417 三角縁複波文

帯盤龍鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

418 三角縁張氏作

銘三神五獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

419 三角縁吾作銘

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

420
三角縁王氏作

銘四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

421 三角縁張氏作

銘四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

422 三角縁吾作銘

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

423 三角縁吾作銘

三神五獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鐵），武具（甲冑の小札）。

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「吾作明尭甚［コ

ロ　ロロ青口口文章

口子宜孫口未口　位

至三公宜口王　富且
昌」

完形21．8㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳12号鏡。同型鏡黒塚古

墳31号鏡。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鐵），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「園是作尭甚大

好上有仙圓不知老

渇飲礼泉飢園棄保
子宜孫位i到圃王買

党者富且昌」

完形21．8cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳13号鏡。同型鏡京都府

椿井大塚山古墳・黒塚古墳26号
鏡。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄嫉），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

完形21．8㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳14号鏡。同型鏡岐阜県

東天神18号墳等。小林行雄三角

縁神獣鏡同箔鏡Nα29．

生産用具（鉄斧施），武器（刀・

剣・鉄鉄），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天・王・日・

月・吉」

完形22．2cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳15号鏡。同型鏡奈良県

佐味田宝塚古墳。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄繊），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「張氏作鏡真巧

仙人王喬赤松子　師

子辟邪世少有　渇飲

玉泉飢食園国如金
石天相保号」（口は欠

損）

完形22．7㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳16号鏡。同型鏡兵庫県

権現山51号墳・黒塚古墳18号鏡

等。小林行雄三角縁神獣鏡同箔

鏡Nα10。

生産用具（鉄斧・錐D，武器（刀・

剣・鉄錫i），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

完形24．7㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳17号鏡。同型鏡大阪府

和泉黄金塚古墳等。小林行雄三

角縁神獣鏡同箔鏡No　4。

生産用具（鉄斧・施），武器（刀・

剣・鉄嫉），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「張氏作鏡真巧

仙人王喬赤松子　師

子辟邪世少有　渇飲

玉泉飢食裏　生如金

石天相保号」

完形22．6cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳18号鏡。同型鏡黒塚古

墳16号鏡等。小林行雄三角縁神

獣鏡同箔鏡Nα10。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄繊），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「吾作明寛甚大

好　上有神守及龍虎

身有文章口街巨　古

有聖人東王父西王母

渇飲玉飢淀食裏　壽

如金石長相保」

完形22．3cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳19号鏡。同型鏡兵庫県

西求女塚古墳・泉屋博古館蔵M
25。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄嫉），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「王氏作寛甚大

明　同出徐州刻鎮成

師子辟邪娘其嬰　仙

人執節坐中庭　取者

大吉楽未央」

完形22．3cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳20号鏡。同型鏡福岡県

老司古墳・黒塚古墳32号鏡等。

小林行雄三角縁神獣鏡同箔鏡
Nα42。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鋤），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「張氏作寛真大

巧　上有仙人赤松子

神玄辟邪世少有　渇

飲玉泉飢食裏　壽如

金石不知老号」

完形23．7cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳21号鏡。同型鏡香川県

西山古墳等。小林行雄三角縁神

獣鏡同箔鏡No18。

生産用具（鉄斧施），武器（刀・

剣・鉄嫉），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「吾作明寛　幽

律三剛　銅出徐州
彫錫文章　配徳君子

清而且明　左龍右虎

傳世右名　取者大吉

保子宜孫」

完形22．5cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳22号鏡。同型鏡兵庫県

西求女塚古墳等。小林行雄三角

縁神獣鏡同箔鏡N●20。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄錨i），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「吾作明寛甚大

工　上有王喬及赤松

師子天鹿其糞龍　天

下名好世無讐　照吾

此寛寿如太山」

完形21．9㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳23号鏡。同型鏡兵庫県

コヤダニ古墳等。小林行雄三角

縁神獣鏡同箔鏡Nα11。
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鏡Nρ 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

424 三角縁天王日

月唐草文帯四

神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

425 三角縁吾作銘

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

426 三角縁張是作

銘四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

427 三角縁天王・

日月獣文帯四

神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

428 三角縁天王日

月獣文帯四神

四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

429 三角縁天王・

日月獣文帯四

神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

430 三角縁天王・

日月獣文帯四

神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

431 三角縁吾作銘

四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

432 三角縁王氏作

銘四神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130．Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

433 三角縁天王・

日月獣文帯四

神四獣鏡

黒塚古墳 クロヅカコフン 天理市柳本町大字黒塚 古墳（前方後円

墳長130、Om）

竪穴式石室（割

竹形木棺）

古墳前期

434 四獣形鏡 島の山古墳前方部粘土榔 シマノヤマコフン 磯城郡川西町大字唐院 古墳（前方後円

墳長190．Om）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳前期

435 四獣形鏡 島の山古墳前方部粘土榔 シマノヤマコフン 磯城郡川西町大字唐院 古墳（前方後円

墳長190．Om）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳前期
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伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄錨i）、武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王日月」（6

か所）

完形23．7cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳24号鏡。同型鏡滋賀県

雪野山古墳等。小林行雄三角縁

神獣鏡同箔鏡Nα25。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄錨i），武具（甲胃の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「匡吾作明寛甚

大好上画有仙人不
知老　渇飲ヨ週栓飢

食棄五男二女国長
相　寿如金石」（口内

は方格内）

完形22．Ocm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳25号鏡。同型鏡黒塚古

墳11号鏡。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鉗i），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「園是作寛甚大

好上有仙回口口口

渇飲礼泉飢園柔保

子宜口位至困王買
寛者富且昌」

完形21．8㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳26号鏡。同型鏡黒塚16

号鏡・京都府椿井大塚山古墳。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄繊），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王・天王・

天王・天王・天王・

天王・天王・日月」

完形23．4cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳27号鏡。同型鏡黒塚古

墳2号鏡・33号鏡等。小林行雄三

角縁神獣鏡同箔鏡Nα39。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄錐），武具（甲冑の小札〉，

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王日月」（6

か所）

完形22．5cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳28号鏡。同型鏡京都府

椿井大塚山古墳等。小林行雄三

角縁神獣鏡同箔鏡Nα24。

生産用具（鉄斧施），武器（刀・

剣・鉄錨i），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王・天王・

天王・天王・天王・

天王・天王・日月」

完形22．Ocm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳29号鏡。同型鏡黒塚古

墳30号鏡等。小林行雄三角縁神

獣鏡同箔鏡Nα37。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄錺i），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王・天王・

天王・天王・天王・

天王・天王・日月」

完形22．0㎝ 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳30号鏡。同型鏡黒塚古

墳29号鏡等。小林行雄三角縁神

獣鏡同箔鏡No37。

生産用具（鉄斧・鉋），武器（刀・

剣・鉄鐵），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「吾作明鏡甚口

口　哉口青龍有文章

口子宜孫楽未央　位

至三公宜侯王富且
昌」

完形22．Ocm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳31号鏡。同型鏡黒塚古

墳12号鏡。

生産用具（鉄斧施），武器（刀・

剣・鉄嫉），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「王氏作寛甚大

明　同出徐州刻鎮成

師子辟邪娘其嬰　仙

人圃圃国中庭取者
大吉楽未央」

完形22．3cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳32号鏡。同型鏡黒塚古

墳20号鏡。小林行雄三角縁神獣

鏡同箔鏡Nα42。

生産用具（鉄斧・錐i），武器（刀・

剣・鉄鋤），武具（甲冑の小札），

土器（土師器），その他（U字形鉄

器・Y字形鉄器）

銘帯「天王・天王・

天王・天王・天王・

天王・天王・日月」

完形23．7cm 1997年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

125 黒塚古墳33号鏡。同型鏡黒塚古

墳2号鏡・27号鏡等。小林行雄三

角縁神獣鏡同箔鏡Nα39。

装身具（管玉’ペンダントトップ・

ガラス玉・ソロバン玉・竪櫛），生

産用具（鉄刀子），武器（短刀・

剣），石製腕飾類（鍬形石・車輪石・

石釧），石製品（石製合子・大型管

玉状石製品），石製模造品（滑石製

勾玉・管玉・白玉・棄玉）

完形13．0㎝ 1996年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

126 島の山古墳鏡1。

装身具（管玉・ペンダントトップ・

ガラス玉・ソロバン玉・竪櫛），生

産用具（鉄刀子），武器（短刀・

剣），石製腕飾類（鍬形石・車輪石・

石釧），石製品（石製合子・大型管

玉状石製品），石製模造品（滑石製

勾玉・管玉・臼玉・裏玉）

完形14．0㎝ 1996年発掘 奈良県立橿原考古学

研究所

126 島の山古墳鏡2。
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鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

436 四獣形鏡 島の山古墳前方部粘土榔 シマノヤマコフン 磯城郡川西町大字唐院 古墳（前方後円

墳長190．Om）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳前期

437 方格規矩鏡 観覚寺向山1号墳 カンガクジムカイヤマイチ

ゴウフン

高市郡高取町大字観覚寺 古墳（円墳径

20．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

438 四獣形鏡 観覚寺向山1号墳 カンガクジムカイヤマイチ

ゴウフン

高市郡高取町大字観覚寺 古墳（円墳径

20．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

〔和歌山県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

57 海獣葡萄鏡 西庄遺跡遺物包含層 ニシノショウイセキ 和歌山市大字西ノ庄 集落・生産 遺物包含層

58 海獣葡萄鏡 隅田八幡神社経塚第2経
塚（下層）

スダハチマンジンジャキョ

ウヅカ

橋本市隅田町大字垂井 経塚 経塚 平安時代

〔鳥取県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

129 珠文鏡 美和34号墳第2主体部 ミワサンジュゥヨンゴゥフ

ン

鳥取市大字美和字湯谷 古墳（方墳辺

14．Om）

土器棺 古墳前期

130 四獣形鏡 六部山45号墳第1主体部 ロクブヤマヨンジュウゴゴ

ウフン

鳥取市大字広岡字西矢谷 古墳（円墳径

18．Om）

箱式石棺 古墳中期

131 彷製獣形鏡 古海40号墳第1主体部 フルミヨンジュウゴウフン 鳥取市大字古海 古墳（円墳径

18．0～20．Om）

礫榔（組合式木
棺）

古墳前期

132 獣形鏡 沢べり5号墳西側周溝外

の撹乱土中

サワベリゴゴウフン 倉吉市大字不入岡字沢べり 古墳（帆立貝式

古墳長20．2m）

不明 古墳中期

133 彷製内行花文

鏡

宮内第1遺跡SIO1 ミヤウチダイイチイセキ 東伯郡東郷町大字宮内字雲

山

集落 竪穴住居 弥生V期

134 内行花文鏡？ 田住松尾平遺跡B区遺構

外

タスミマツオビライセキ 西伯郡会見町大字田住字松

尾平

集落 遺構外 弥生V期

135 飛禽文鏡？ 長瀬高浜遺跡10－0グリッ

ド

ナガセタカハマイセキ 東伯郡羽合町大字長瀬字高

浜

集落 遺構外 古墳時代

136 重圏文鏡 長瀬高浜遺跡SI249 ナガセタカハマイセキ 東伯郡羽合町大字長瀬字高

浜

集落 竪穴住居 古墳前期

137 彷製珠文鏡 長砂第3遺跡 ナガスナダイサンイセキ 米子市長砂町20番地他 集落 遺構外 古墳時代

138 珠文鏡 新山山田遺跡1区古代流

路

ニイヤマヤマダイセキ 米子市大字新山字山田他 集落 流路
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（管玉・ペンダントトップ・ 完形14．Ocm 1996年発掘 奈良県立橿原考古学 126 島の山古墳鏡3。

ガラス玉・ソロバン玉・竪櫛），生 研究所

産用具（鉄刀子），武器（短刀・

剣），石製腕飾類（鍬形石・車輪石・

石釧），石製品（石製合子・大型管

玉状石製品），石製模造品（滑石製

勾玉・管玉・臼玉・棄玉）

装身具（管玉・竪櫛・小玉），生産 完形10．Ocm 1998年発掘 高取町教育委員会 127

用具（鉋），武器（刀・短剣・鉄鉄・

刀子）

装身具（管玉・竪櫛・小玉），生産 完形8．0㎝ 1998年発掘 高取町教育委員会 127

用具（鉋），武器（刀・短剣・鉄鑛・

刀子）

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

破片（約14．1cm） 1997年発掘 働和歌山県文化財セ

ンター

同型（同箔？）鏡五条市西久留

野出土鏡（東京国立博物館蔵）。

完形6．3cm 1998年発掘 橋本市教育委員会 30

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（小玉） 完形7．5cm 1993年発掘 鳥取市教育委貝会 61 歴博研究報告56集鏡データ集成

に遺跡名のみ記入されている。

装身具（管玉4），土器（土師器高

杯1）、その他（不明鉄製品1）

完形10．8cm 1993年発掘 鳥取市教育委員会 62 歴博研究報告56集鏡データ集成

に遺跡名のみ記入されている。

生産用具（施1・鉄鎌1），土器（高

杯1）

完形9．4cm 1992年発掘 鳥取市教育委員会 63

完形11．5cm 1994年発掘 倉吉博物館 64

生産用具（鉋1），土器（壼3・甕
8）

完形7．8cm 1995年発掘 東郷町教育委員会 65

完形5，6cm 1995年発掘 会見町教育委員会 66

完形7．4cm 1996年発掘 鳥取県埋蔵文化財セ

ンター

67

生産用具（鉄鎌1），武器（鉄鍛

1），石製品（砥石1・敲石1），

土器（壼9・甕146・直口壷5・小

型壼3・高杯72・鼓形器台10・小

型器台10・低脚杯5），その他（小

型丸底牽18・椀8・土玉1・甑1・

剣先形鉄製品1・不明鉄製品1）

完形4．3cm 1998年発掘 鳥取県埋蔵文化財セ

ンター

68 鋳掛の痕跡あり。

完形9．Ocm 1998年発掘 69

破片 1989年発掘 米子市教育委員会 70
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺｜］

〔島根県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

45 重圏文鏡 五反田1号墳（門生黒谷

III遺跡）第1主体部

ゴタンダイチゴウフン（カ

ドウクロタニサンイセキ）

安来市門生町 古墳（円墳径

25．6×25．Om）

竪穴式石室 古墳前期

46 珠文鏡 小馬木2号墳 コマキニゴウフン 安来市黒井田町字小馬木 古墳（円墳径

11．Om）

木棺直葬 古墳中期

47 乳文鏡 月坂放レ山5号墳 ツキサカハナレヤマゴゴウ

フン

安来市月坂町字放レ山 古墳（方墳辺

14．0×12、Om）

木棺直葬 古墳中期

48 二神二獣鏡 上野1号墳第1主体部 ウエノイチゴウフン 八束郡宍道町大字佐々布 古墳（円墳径

40，0×34，0m）

粘土榔 古墳前期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（硬玉勾玉2・碧玉および 欠損（5．6cm） 1994年発掘 島根県教育委員会 50

緑色凝灰岩管玉18），生産用具（鉋 （島根県埋蔵文化財

状鉄器） 調査センター）

完形7．Ocm 1997年発掘 安来市教育委員会 51 主体部直上（家形埴輪1・須恵

器甕1－TK208～TK23併行・
土師器甕1）。周溝内転落（円筒

埴輪多数・朝顔形埴輪数点）。

武器（〈木棺内鉄刀3・鉄鉄20以 完形7．9㎝ 1998年発掘 安来市教育委員会 墳頂部（円筒埴輪・形象埴輪衣

上〉〈墓墳内鉄槍1・漆膜柄〉）， 笠形？）周溝内（円筒埴輪）。水

武具（木棺内横矧板鋲留短甲1） 口晶郎教示。現在整理中。報告

書未刊。

装身具（棺内璃瑞勾玉1・ガラス 銘帯「擬銘帯」 完形17．5㎝ 1997年発掘 島根県埋蔵文化財調 52・ 第2主体部（鰭付円筒埴輪棺）。

勾玉1・碧玉勾玉1・碧玉管玉29・ 査センター 53 第3主体部（木棺直葬）。墳裾に

緑色凝灰岩），武器（〈棺内剣1＞ 4基の埴輪棺。

〈粘土榔内槍1・剣1＞）

〔岡山県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

225 重圏文鏡 山屋敷遺跡 ヤマヤシキイセキ 総社市上林 集落 竪穴住居 弥生時代

226 方格規矩鏡 矢籐治山弥生墳丘墓 ヤトウジヤマヤヨイフンキ

ュウボ

岡山市西花尻 墳墓（前方後円

形墳丘墓長35．5

m）

竪穴式石室 弥生庄内式

併行期

227 不明 宗形神社古墳 ムナカタジンジャコフン 岡山市大窪193 古墳（円墳径

11．5m）

箱式石棺 古墳前期

228 振文鏡 北方薮ノ内遺跡 キタカタヤブノウチイセキ 岡山市中井町1丁目 集落 中世水田 中世

229 四獣形鏡 前内池墳墓群 マエウチイケフンボグン 赤磐郡熊山町 古墳（方墳辺約

10．Om）

竪穴式石室 古墳前期

230 不明 楢原古墳群1号墳 ナラバラコフングンイチゴ

ウフン

岡山市楢原1031 古墳（円墳径

15．9m）

竪穴式石室 古墳前期

231 不明 川東車塚古墳 カワヒガシクルマヅカコフ

ン

真庭郡落合町大字西原字車

塚524－1他

古墳（前方後円“墳長51．9m）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳前期

232 振文鏡 日上天王山古墳第2石榔 ヒカミテンノウヤマコフン 津山市日上417－13 古墳（前方後円

墳長56．9m）

竪穴式石室（組

合式木棺）

古墳前期

233 量龍鏡 伝千足古墳 デンセンゾクコフン 岡山市大字新庄下字千足 古墳（前方後円

墳長74．Om）

横穴式石室 古墳中期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

完形5．3cm 1993年発掘 総社市教育委員会 93 竪穴住居の埋土中（床面より20

cm上層）。かなり腐食し、縁がす

りへっている。

装身具（獣形勾玉1・ガラス小玉 完形16．4cm 1991年発掘 岡山大学 94 墳丘上・側面から特殊器台、特

50），生産用具（鉄斧1），その他 殊壷、甕が出土。この鏡は破砕
（網状炭化物） されて副葬された。

装身具（硬玉勾玉1・ガラス勾玉 破片 1997年発掘 岡山市教育委員会 95 破面研磨。箱式石棺内に男女各

1・管玉5・ガラス小玉4），生産 1体の埋葬が行われていて、鏡

用具（鍬先1・鉄斧1・鎌1・刀 片は女性人骨に近接して発見さ

子2），その他（不明鉄製品く鎌と れた。鏡面に絹製品らしい布付
推定〉） 着。

破片（7．0㎝） 1997年発掘 岡山県古代吉備文化 96 鏡片は中世の水田層内で発見さ

財センター れたが、下層に弥生～中世の遺

物を出土する土層がある。

破片（約7．3cm） 1997年発掘 岡山県古代吉備文化 99 破面研磨。報告書未刊。

財センター

装身具（管玉1） 破片（約10㎝） 1994年発掘 岡山県古代吉備文化 100 乱掘のため主体部はわずかに残

財センター 存。鏡片も墳丘西肩部の流出土

中から検出。

生産用具（刀子3） 破片（11．4cm） 1998年発掘 東京都立大学人文学 主体部南側のトレンチの撹乱土

部考古学研究室 中で検出されたが、中心主体に

伴う副葬品と推定。出土遺物に

ついては、研究のあとは落合町

教育委員会へ移管の予定。

生産用具（鉄馨1），武器（鉄剣1・ 完形7．9cm 1994年発掘 津山弥生の里文化財 101

鉄鍍2） センター

　　　‘青銅製祭器（巴形銅器6），装身具 完形12．6cm 明治時代 岡山市教育委員会 102 参考資料。1998年（平成10年）

（碧玉管玉17） 地元の人から岡山市教育委員会

へ寄贈されたもの。他に璃瑠製

勾玉2・碧玉製裏玉2・ガラス

玉11は共伴したか不明。伴出遺

物は、歴博研究報告56集の文献

23・24・25の遺物と重複してい

るものもあるらしい。「雑誌」報

告の青銅鏡2面とは違うもので

ある。他の遺物にも混入と考え

られるものがある。
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鏡No 項　目 誤 正

岡山県 220 遺跡 古墳（円墳径7．Om） 古墳（方墳辺16．Om）

遺構の年代 古墳中期 古墳前期

伴出遺物 装身具（勾玉・管玉1），武器（鉄剣1） 装身具（勾玉・管玉・白玉），生産用具（刀子）

遺存度・面径 完形7．Ocm 完形7．2cm

221 遺存度・面径 完形3．6cm 完形6．38cm

出土年 1992年 1991年

223 遺構の年代 古墳前期 古墳時代

〔広島県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

104 内行花文昭明

鏡

京野遺跡竪穴住居SB35

内のP6

キョウノイセキ 山県郡千代田町大字今田字

有田

集落 竪穴住居 弥生V期

105 彷製内行花文

鏡

京野遺跡段状遺構SX34 キョウノイセキ 山県郡千代田町大字今田字

有田

集落 段状遺構 弥生V期

106 方格規矩四神

鏡

青迫遺跡2B区包含層 アオサコイセキ 高田郡甲田町大字下小原字

青迫

集落 遺物包含層 弥生V期・

庄内式併行

期

107 珠文鏡 山の神第2号古墳埋葬施

設

ヤマノカミダイニゴウコフ

ン

府中市元町大字山の神 古墳（円墳） 箱式石棺 古墳前期～

108 珠文鏡 山の神第3号古墳埋葬施

設

ヤマノカミダイサンゴウコ

フン

府中市元町大字山の神 古墳（円墳） 箱式石棺 古墳前期～

109 内行花文鏡
（円座）

城山A遺跡埋葬施設付近
（SK11付近）

ジョウヤマエーイセキ 芦品郡新市町大字相方 墳丘をもたない

墓

土墳 弥生時代

110 不明 茶臼山古墳埋葬施設 チャウスヤマコフン 福山市芦田町大字福田字才

町

古墳（円墳径
20．Om）

竪穴式石室か 古墳前期

111 変形文鏡？ 正福寺裏山1号古墳埋葬

施設

ショウフクジウラヤマイチ

ゴウコフン

福山市加茂町大字下加茂 古墳（円墳径
14．0～16．Om）

竪穴式石室（組

合式木棺）

古墳前期

84

［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器（甕・鉢） 銘帯「忠口口」 破片（8．Ocm） 1994年発掘 勧広島県埋蔵文化財 88 破面研磨。小ピット（P6）内か

調査センター ら出土。埋納か。鏡縁を含み、

内区までの破片。灰色で全面研

磨か。銅質は良いが金属光沢は

ない。破断面は2あるが、1面

は稜が丸みをもつほどに磨いて

いるが他の1面は割れたままに

放置。一応前漢鏡とするが、さ

らなる検討が必要。

石製品（砥石），土器（甕・壷・鉢・ 欠損（6．4㎝） 1994年発掘 励広島県埋蔵文化財 88 覆土からの出土。後期前葉の土
高杯） 調査センター 器が共伴。灰黒色で軽い。銅質

悪く、鉦欠損。

銘帯「口次（飲）」 破片（約18．0㎝） 1994年発掘 甲田町教育委員会 89 破面研磨。

装身具（管玉1），生産用具（刀子・ 完形4．2cm 1997年発掘 働広島県埋蔵文化財 90

鉋） 調査センター

装身具（管玉7・ガラス小玉4） 完形5．1cm 1997年発掘 助広島県埋蔵文化財 90

調査センター

破片（8．7cm） 1995年発掘 働広島県埋蔵文化財 91 内区の小破片。破面研磨。破面

調査センター のすべてを磨いているわけでは

ない。破面隅部は稜が丸くなる

部分が2ヶ所ある。漆黒色を呈

するが、鏡面側は白銀色の輝き

をもつ。石蓋土撞墓4基、土墳

2、箱形石棺2基があり。土墳

SK］ユ（墓かどうかは不明）の近

くから鏡片が出土。石棺等に伴

うかどうか不明。周辺には弥生

時代後期の土墳墓群がある。

破片 1996年発掘 福山市教育委員会 92 鉦のみの破片であるが、銅質か

らみる限り中国製の可能性が高

い。乱掘でとりだされたため欠

’

損。加工品ではない。埋葬施設

は撹乱のため石室かどうかは不

明の点が多い。鏡は墳丘上から

出土。撹乱時に排出されたので

あろう。福山市教育委員会福島

政文教示。

完形（10．4㎝） 1997年発掘 福山市教育委貝会 93 福山市教育委員会福島政文教示。
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

〔山口県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

68 振文鏡 新宮山1号墳 シングウヤマイチゴウフン 山口市大字吉敷字新宮 古墳（前方後円

墳長約36、Om）

竪穴式石室 古墳中期

69 重圏文鏡？ 大内氏関連街並遺跡土坑

SK57
オオウチシカンレンマチナ

ミイセキ

山口市八幡馬場 集落 土坑墓？ 弥生V期以
降

70 不明 切畑南遺跡第3地区表土
層

キリハタミナミイセキ 防府市切畑 集落 表土層 弥生時代

71 内行花文鏡 柳瀬遺跡土坑LXOO7 ヤナセイセキ 下関市大字吉田地方字柳瀬

他

集落 土坑 弥生V期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（水晶勾玉1・水晶切子玉 完形8．8㎝ 1995年発掘 働山口県教育財団山 57

1・水晶算盤玉3・ガラス小玉 口県埋蔵文化財セン

172），生産用具（袋状鉄斧2），石 ター

製品（石杵1），その他（鉄製品2）

破片 1997年発掘 肋山口県教育財団山 58

口県埋蔵文化財セン

ター

破片（12．Ocm） 1998年発掘 働山口県教育財団山 59

口県埋蔵文化財セン

ター

土器（弥生土器片） 内区・「且」・・ 破片 1996年発掘 下関考古博物館 60

〔徳島県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

60 半肉彫式獣帯

鏡

西山谷2号墳 ニシヤマダニニゴウフン 鳴門市大麻町大字大谷字西

山谷

古墳（円墳径

20．2m）

竪穴式石室（割

竹形木棺〉

古墳前期

61 振文鏡 三谷遺跡縄文晩期～中近

世遺物包含層

ミタニイセキ 徳島市南佐古六番町 集落 遺物包含層 縄文晩期

～ 中近世

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

武器（短剣1・槍2’鉄錨i42），生

産用具（斧1・鉋1），土器（壼1・

甕3＞

銘帯「上方乍寛真因

工青龍　白虎子」（［コ

は未判読）

完形（12．5㎝） 1998年発掘

　・

徳島県立埋蔵文化財

総合センター

42 未報告資料。

欠損 1990年発掘 徳島市教育委員会 43

〔香川県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

98 珠文鏡 野牛古墳 ノゴコフン 大川郡志度町字末 古墳 箱式石棺 古墳中期

99 不明 寺田・産宮通遺跡包含層 テラダ・サンノミヤトオリ

イセキ

大川郡大川町大字富田西字

大道

集落 遺物包含層 弥生V期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（婿瑠勾玉1・霧翠勾玉2・

碧玉管玉4・ガラス玉51以上・滑

石臼玉63），その他（鉄器破片）

なし 完形9．6㎝ 1965年発掘 香川県埋蔵文化財セ

ンター

60 墳丘は最大で直径20mの円墳に

なる可能性がある。土師器細片

も出土。

なし 完形7．8cm 1995年発掘 香川県埋蔵文化財セ

ンター

61 鏡は自然河川の底近く。

〔愛媛県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

89 方格規矩鏡？ 束本遺跡4次調査3区302 ツカモトイセキ 松山市束本町1丁目 集落 竪穴住居 弥生V期
号竪穴住居跡 ～庄内式併

行期

90 内行花文鏡？ 釜ノロ遺跡8次調査3号 カマノクチイセキ 松山市小坂町4丁目28－1－1 集落 溝 庄内式併行
溝 期

91 細線式獣帯鏡 高橋湯ノ窪遺跡第4層 タカハシユノクボイセキ 今治市別宮町1丁目4－1 集落 遺物包含層 弥生時代

もしくは方格 （暗灰茶褐色粘土質土）

規矩鏡（り および第5層（暗茶褐色

粘質土）包含層

92 弥生小形彷製 小池遺跡17層下遺物包含 コイケイセキ 東予市大字上市字甲971番 集落 遺物包含層 弥生V期
鏡（内行花文 層 地
鏡）

93 弥生小形彷製 野々瀬IV遺跡B　2区土器 ノノセヨンイセキ 越智郡朝倉村大字朝倉南丙 集落 土器溜り 弥生V期
鏡（内行花文 溜り最下部 130－3～19、乙229～458
鏡）

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（ガラス小玉6），武具（鉄 破片（14．2cm） 1994年発掘 働松山市生涯学習振 66 破面研磨。鋸歯文縁の破片であ

錨i1＞，土器（弥生土器），その他 興財団埋蔵文化財セ り、方格規矩鏡の可能性が強い。

（打製石鎌1・三角形鉄片1） ンター 所属時期はV期後葉から庄内式

併行期でも前半期。

装身具（ガラス小玉2），土器（弥 破片（8．7cm） 1995年発掘 肋松山市生涯学習振 67 鏡式名は不明だが，平縁の内側

生終末期の土器いずれも小片），そ 興財団埋蔵文化財セ に櫛歯文帯が巡ることは確認。

の他（サヌカイト製石鐵1・土玉
1）

ンター

　　　’土器（弥生後期土器・古墳時代前 破片（16．Ocm） 1995年発掘 今治市教育委員会 68 鋸歯文縁の破片で復元径などか

期土師器・古墳時代後期須恵器お ら細線式獣帯鏡もしくは方格規

よび土師器） 矩鏡と考えられる。弥生後期（後

半から終末）の土器が伴う可能

性が大。

土器（弥生IV～V期の土器） 完形6．Ocm 1998年発掘 東予市教育委貝会 71

欠損 1995年発掘 愛知県越智郡朝倉村 69

教育委員会
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

94 不明 野々瀬IV遺跡5次調査B

～ 1－5～6グリッド包含層

ノノセヨンイセキ 越智郡朝倉村大字朝倉南乙

322番地

集落 遺物包含層 弥生V期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

破片 1995年発掘 70 現物なし。発掘調査中に所在不

明となる。調査報告書には「平

縁の鋸歯文を配する青銅鏡細片

が弥生後期の土器とともに出土

した」と記述あり。

1993年度データ集成の訂正

鏡Nα 項　目 誤 正

愛媛県 80 遺構の年代 古墳前P中期 古墳中・後期

伴出遺物 石製模造品（滑石勾玉）、土器（土師器・

小型模造土器・製塩土器）

生産用具（鉄刀子）、馬具（鉄鈴〉、須恵器（中村

編年1型式3段階・II型式1，2段階・II型式5、
6段階）・製塩壼）、その他（鉄挺）

遺存度・面径 欠損（5．3cm） 欠損（5．2cm）

出土年 1992年 1995年

〔高知県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 　　　　⑱ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

8 内行花文鏡 田村遺跡群竪穴住居 タムライセキグン 南国市田村 集落 竪穴住居 弥生V期

9 内行花文鏡 介良遺跡SD1 ケライセキ 高知市大字介字乙 集落 溝 弥生V期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器（弥生後期〈V期〉土器） 破片8．4㎝ 1997年発掘 助高知県文化財団埋

蔵文化財センター

13

土器（弥生土器V期末） 破片 1996年発掘 肋高知県文化財団埋

蔵文化財センター

14

〔福岡県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

598 鏡片 吉井水付遺跡土器包含層 ヨシイミンツキイセキ 糸島郡二丈町大字吉井字水

付3940－1他

集落 遺物包含層 弥生V期

599 鏡片 吉井水付遺跡土器包含層 ヨシイミンツキイセキ 糸島郡二丈町大字吉井字水

付3940－1他

集落 遺物包含層 弥生V期

600 鏡片 吉井水付遺跡土器包含層 ヨシイミンツキイセキ 糸島郡二丈町大字吉井字水

付3940－1他

集落 遺物包含層 弥生V期

601 櫛歯文鏡 坂の下祭祀遺跡 サカノシタサイシイセキ 前原市大字荻浦字坂の下 祭祀 祭祀 古墳中期

602 方格規矩鏡

（簡化鳥文鏡）

（方格T字鏡）

荻浦遺跡立石1号墳 オギウライセキタテイシイ

チゴウフン

前原市大字荻浦字立石 古墳（前方後円

墳径30．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

603 方格規矩鏡

（方格T字鏡）

東真方1号墳主体部 ヒガシマカタイチゴウフン 前原市大字東 古墳（円墳径7．5

m）

箱式石棺 古墳前期

604 桑原金尿古墳第1次調査 クワハラカナクソコフン 福岡市西区桑原字金尿 古墳（前方後円

墳長24．Om）

粘土榔（割竹形

木棺）

古墳前期

605 桑原金尿古墳第1次調査 クワハラカナクソコフン 福岡布西区桑原字金尿 古墳（前方後円

墳長24．Om）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳前期

606 羽根戸南 ハネドミナミ 福岡市西区 古墳（前方後円

墳長20．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

古墳前期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

破片（10．Ocm） 1995年発掘 二丈町教育委員会 285 破面研磨。

1994年発掘 二丈町教育委員会 285

1994年発掘 二丈町教育委員会 285

馬具（1組〈詳細は不明〉），土器 完形（5．6cm） 1992年発掘 前原市教育委員会 246 縁の大半を欠く。6世紀後半の

（須恵器・土師器） 石切場または祭祀遺跡。

完形（9．06～9．115 1992年発掘 前原市立伊都歴史資 247 文様は全般的に不透明であり、

cm） 料館・前原市教育委 鋳上がりの悪さが目立つ。主体

員会 部土墳南東端から出土。

装身具（ガラス玉1），生産用具（刀 完形（9．2cm） 1988年発掘 前原市教育委員会 248 同型鏡韓国金海市良洞里441号

子1） 墳。外区：（外側より）複線波

状文，鋸子文。内区：外周に櫛

歯文，内接して方格を配す。四

神省略、鉦孔は方格の一辺から

ややずれる。全体的にシャープ

さに欠ける。

不明 1996年発掘 福岡市教育委員会 249 木棺の床面にベンガラが、被葬

者の頭部には朱が撒かれており、

青銅鏡2面が副葬されていた。

不明 1996年発掘 福岡市教育委員会 249 木棺の床面にベンガラが、被葬

者の頭部には朱が撒かれており、

青銅鏡2面が副葬されていた。

武器（鉄剣1） 破片 1998年発掘 福岡市教育委貝会
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鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

607 異体字銘帯鏡
（単圏銘鏡）

有田遺跡群第177次調査

区STOO1甕棺墓

アリタイセキグン 福岡市早良区小田部5丁目 墳丘をもたない

墓

土器棺 弥生III期

608 弥生彷製鏡

（重圏文日光
鏡）

有田遺跡群第177次調査

区STOO2甕棺墓

アリタイセキグン 福岡市早良区小田部5丁目 墳丘をもたない

墓

土器棺 弥生III期

609 彷製四葉文座

鉦式鏡

有田・小田部遺跡群第178

次円形周溝墓SO120

アリタ・オタベイセキグン 福岡市早良区南庄3丁目214

番他

墳墓（円形周溝

墓径10．5m）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳前期

610 青銅鏡（単費

鏡の一種か？）

東那珂遺跡竪穴住居SC
O1

ヒガシナカイセキ 福岡市博多区東那珂1－423 集落 竪穴住居 古墳前期

611 弥生小形彷製

鏡（弥生内行

花文彷製鏡第

II型a類）

雀居遺跡環濠包含層3層
（SDOO2）

ササイイセキ 福岡市博多区雀居（福岡空
港内）

集落 溝 弥生V期

612 内行花文鏡 仲遺跡 チュウイセキ 筑紫郡那珂川町大字仲268－

1番地

集落 田の床土 古墳時代

613 弥生小形彷製

鏡

須玖岡本遺跡土墳墓 スクオカモトイセキ 春日市岡本町7丁目 墳丘墓 土墳墓（石蓋土

墳墓）

弥生V期

614 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文坊製鏡第

II型a類）

小倉池ノ下遺跡 コクライケノシタイセキ 春日市大字小倉297－1 集落 竪穴住居

615 弥生小形彷製

鏡

前田遺跡住居跡屋内ピッ

ト

マエダイセキ 太宰府市大字大佐野字前田 集落 ピット 弥生V期

616 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

1型a類）

貝元遺跡312号住居 カイモトイセキ 筑紫野市大字古賀字ヘボノ

木88－1他

集落 竪穴住居 弥生V期

617 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

II型b類）

貝元遺跡13号溝 カイモトイセキ 筑紫野市大字古賀字ヘボノ

木88－1他

集落 溝 奈良時代

618 異体字銘帯鏡

（内行花文清

白鏡）

東小田峰10号甕棺墓（2

号墳丘墓）

ヒガシオダミネジュウゴウ

カメカンボ

朝倉郡夜須町大字東小田 墳丘墓（径17．O

m）

土器棺 弥生III期

619 異体字銘帯鏡

（内行花文日

光鏡）

東小田峰10号甕棺墓（2

号墳丘墓）

ヒガシオダミネジュウゴウ

カメカンボ

朝倉郡夜須町大字東小田 墳丘墓（径17．O

m）

土器棺 弥生III期

620 鏡片 鬼神山古墳1号墳 オニガミヤマコフンイチゴ

ウフン

朝倉郡夜須町大字吹田字太

牟田2127－27

古墳（円墳径

15．0～16．9m）

粘土榔（割竹形
木棺）

古墳前期

621 円座鉦式内行

花文鏡

下町遺跡15号土墳墓 シタマチイセキ 朝倉郡夜須町大字中牟田字

下町339他

墳丘をもたない

墓

土墳墓 弥生V期

90

［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

銘帯「内日月心忽而 完形7．55㎝ 1994年発掘 福岡市埋蔵文化財セ 250 副葬品である完形の前漢鏡。銘

不泄」が蒙書体で陽 ンター・福岡市教育 帯の字間には渦文が配される。

鋳。 委員会 銅鏡1面のみの副葬で，他の副

葬品はみられなかった。

完形5．1㎝ 1994年発掘 福岡市埋蔵文化財セ 250 銅質は比較的良好。文様の鋳上

ンター・福岡市教育 がりが悪く不鮮明。伴出品なし。

委員会

装身具（管玉・勾玉・小玉）左手 完形6．8㎝ 1995年発掘 福岡市埋蔵文化財セ 251 四葉文はいちじるしく退化。薄い

首に勾玉29、右手首は勾玉1と小 ンター・福岡市教育 つくりで図の右半分には文様が

玉3勾玉13小玉34管玉1の繰り返 委員会 鋳出されていなし㌔棺床上西壁

しで1つだけ管玉 より、被葬者の左腕付近で出土。

土器（多数の土師器・須恵器2） 破片（9．4㎝） 1993年発掘 福岡市埋蔵文化財セ 252 彩色あり。穿孔あり。割れ目を

ンター・福岡市教育 含めて全体的に少しすれており、

委員会 1ヶ所に穿孔している。鏡面は

ほんの少し凸面。背部の一部に

赤色顔料が残っており、本来鏡

面全体に塗られていたものと思

われる。単夢鏡の一種と見られ

るが、国内に類例なし。

土器，その他（短甲1・盾2・組 完形9．1cm 1993年発掘 福岡市教育委員会 253 銅質が良い。

合せ机〈案〉など木製品多数）

破片 1995年発掘 那珂川町教育委員会 254 破面研磨。

文化財調査事務所

破片 春日市教育委員会 255

完形 春日市教育委員会 春日市那国の丘歴史資料館の展

示資料。

完形 ×宰府市教育委員会 256

土器（壼・甕） 銘帯「天」もしくは 欠損（8．4㎝） 1995～1996 福岡県教育委員会 257 彩色あり。銅質良好で赤色顔料

「王」字状の擬銘帯。 年発掘 を塗布している。住居の壁に近

い炉の近く（住居の中央付近）

から出土。

欠損（8．lcm） 1995～1996 福岡県教育委員会 257 銅質は非常に悪い。奈良時代の

年発掘 溝の底近くから出土。

装身具（鉄錨子1），武器（鉄文く棺 銘帯　銘文あり 完形17．2cm 1986年発掘 夜須町教育委員会 258

外＞1・鉄剣1），その他（ガラス

壁再利用円盤2）

装身具（鉄錨子1），武器（銑綜棺 銘帯　銘文あり 完形 1986年発掘 夜須町教育委員会 258

外＞1・鉄剣1），その他（ガラス

壁再利用円盤2）

装身具（菱翠勾玉2・管玉7・ガ 破片 1991年発掘 夜須町教育委員会 259

ラス小玉2），生産用具（鉄刀子1）

完形10．05cm 1989年発掘 夜須町教育委員会 260 破砕。埋葬時に故意に破砕し、

棺蓋上に置いていたと思われる。

鏡は意図的に破砕され、棺蓋の

目張り粘土の上、主体部頭位上

位の墓墳よりやや下がった位置

から各1片、他はすべて墓墳東

側の壁際床面から出土。破片は

いずれも接合し、ほぼ完全復元

できる。これらから棺蓋上への

埋納とみなすことができる。
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鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

622 長宜子孫四葉

座鉦内行花文

鏡

平塚川添遺跡 ヒラツカカワゾエイセキ 甘木郡大字平塚字川添・公

役

集落 溝 弥生V期

623 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

II型a類）

平塚川添遺跡 ヒラツカカワゾエイセキ 甘木郡大字平塚字川添・公

役

集落 溝 弥生V期

624 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

II型a類）

平塚川添遺跡 ヒラツカカワゾエイセキ 甘木郡大字平塚字川添・公

役

集落 溝 弥生V期

625 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

1型b類）

大庭・久保遺跡29号木棺

墓

オオバ・クボイセキ 朝倉郡朝倉町大字大庭字久

保

墳丘をもたない

墓

木棺直葬（組合

式木棺）

弥生IV期

626 弥生小形彷製

鏡（無文鏡）

長島遺跡4号石棺墓 ナガシマイセキ 朝倉郡朝倉町大字須川字長

島

墳丘をもたない

墓

箱式石棺 弥生庄内式

併行期

627 画文帯神獣鏡 外之隈遺跡1区1号墳1
号墓

ソトノクマイセキ 朝倉郡朝倉町大字山田字外

隈

墳丘墓（長方形

辺21．0×7．5

～ 13．Om）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳前期

628 内行花文鏡 外之隈遺跡II区1号墳1

号墓

ソトノクマイセキ 朝倉郡朝倉町大字山田字外

隈

墳丘墓（方形辺

16．7×10．0～

16．Om）

箱式石棺 古墳前期

629 飛禽鏡 外之隈遺跡II区1号墳2

号墓

ソトノクマイセキ 朝倉郡朝倉町大字山田字外

隈

墳丘墓（方形辺

16．7×10．0～

16．Om）

箱式石棺 古墳前期

630 四獣鏡 福間割畑1号墳主体部 フクマワリバタケイチゴウ

フン

宗像郡福間町字割畑766他 古墳（円墳径
10．Om）

木棺直葬（割竹

形木棺）

631 弥生小形彷製

鏡（内行花文

＋方格規矩）

耳代貝塚（立花貝塚）包

含層

ミミシロカイヅカ　（タチバ

ナカイヅカ）

糟屋郡新宮町大字三代字大

森

集落 遺物包含層 弥生V期

632 彷製鏡（詳細

不明〉

馬渡・束ヶ浦遺跡 ウマワタリ・ソクガウライ

セキ

古賀市大字青柳・馬渡・束

ケ浦

集落 弥生V期
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

青銅製祭器（広形銅矛の耳部片）， 鉦座「長宜子」 欠損 1991年発掘 甘木市教育委員会 261 破面研磨。鋳上がりは悪い。中

武器（銅錨i），土器（弥生V期土 央集落竪穴住居からの出土。

器），その他（貨泉・平鍬・三叉鍬・

鋤などの農具をはじめとする木製
品）

青銅製祭器（広形銅矛の耳部片）， 完形7．7cm 1991年発掘 甘木市教育委員会 261 内濠東南部埋土最上層から出土。

武器（銅錐），土器（弥生V期土
器），その他（貨泉・平鍬・三叉鍬・

鋤などの農具をはじめとする木製
品）

青銅製祭器（広形銅矛の耳部片）， 欠損8、9cm 1991年発掘 甘木市教育委員会 261 同型鏡佐賀県三養基郡北茂安

武器（銅錨i），土器（弥生V期土 町白壁白石（地名表佐賀14）。内

器），その他（貨泉・平鍬・三叉鍬・ 濠東南部埋土最上層から出土。

鋤などの農具をはじめとする木製
品）

その他（粘土） その他「之」　S字 欠損7．8cm 1995年発掘 福岡県教育委員会 262 約1／4を欠損。欠損部は破鏡とし

の抽象文字 て使用されている可能性が高い。

銅質が非常に良く現在でも漆黒

色である。内行花文帯の同じ、

長崎県稚ノ浦鏡、酷似した図文

帯は「菊隠李養塔蒐集文化財」

に記載されている内行花文日光

鏡系彷製鏡の中にあり、これと

同箔の鏡が佐賀県大和町礫石か
ら出土。

武器（鹿角装刀子1） 完形3．9～4．15cm 1988年発掘 福岡県教育委員会 263 弥生後期終末を主とする弥生期

の遺構は、竪穴住居16棟、溝4

条、石棺墓8基、甕棺墓1基、

土墳墓4基などからなる。鉦の

上部は擦り切られており、鉦孔

が見えている。外縁の2ヵ所に

は繊維が遺存しており、布など

にくるまれていたと考えられる。

鏡面には赤色顔料が付着。

装身具（勾玉1），武器（鉄剣1） 半円方格帯「與師命 欠損13．8㎝ 1987年発掘 福岡県教育委員会 264 出土状況は、箱形木棺内の東小

長」「口口君長？」「日 口部より約40㎝のところに、鏡

口五？口」「天日口 背を内側に向け、南側の側板に

三」「楽周？口口」「口 約40度の角度で立てかけた状態

師口口」 であった。鏡に布痕や木質の付

着がないためにむき出しのまま

副葬された可能性が高い。

生産用具（鉄刀子1），武器（鉄器 欠損（12．6㎝） 1988年発掘 福岡県教育委員会 264 全体の約1／3の破片でいくつか

2） ひびを伴う。東小口から約30c皿

離れて、鏡背を上にして出土。

その他（不明鉄製品4） 完形9．Ocm 1988年発掘 福岡県教育委員会 264 箱式石棺の東小口壁から20余cm

の所に鏡背を上にして副葬され

ていた。

装身具（錨形鉄器1・竪櫛20），生 完形7．3cm 1997年発掘 福間町教育委員会 265 頭部下からの出土。

産用具（鉄挺11・鉄藍3・鉄馨1・

鉄鉋2’鉄斧1・鉄刀子2），武器
（鉄刀4，・鉄嫉1）

その他（鉄製紡錘車） 完形8．2cm 1994年発掘 新宮町教育委員会 266 鉦は半球鉦で周囲に6弧の双線

の連弧文が巡り鉦座となってい

る。はっきりしないが簡素化し

た獣文のようなものを配置。銅

質は悪い。遺構名は確認できな

い。おそらく丘陵の上部からの

流れ込みであると判断。

不明 1996～1998 サンフレアこが歴史 287

年発掘 資料館・古賀市教育

委員会
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鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

633 獣形鏡 大井池ノ谷3号墳第2主
体部

オオイイケノタニサンゴウ

フン

宗像市大字大井字池ノ谷

562－1他

古墳（円墳径

15．Om）

箱式石棺 古墳中期

634 振文鏡 田熊下平井1号墳第1主

体部

タグマシモヒライイチゴウ

フン

宗像市大字田熊字下平井 古墳（円墳径

15．Om）

箱式石棺 古墳中期

635 内行花文鏡？ 稲元久保14号墳 イナモトクボジュウヨンゴ

ウフン

宗像市大字稲元字久保1304

他

古墳（前方後方

墳長30．Om）

粘土榔（割竹形

石棺）

古墳中期

636 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

1型b類）

朝町竹重SK185 アサマチタケシゲ 宗像市大字朝町字竹重2464

－
2

墳墓 土墳墓 弥生V期

637 弥生時小形彷

製鏡

徳重高田16号石棺墓 トクシゲタカダジュウロク

ゴウセッカンボ

宗像市大字徳重字高田23－2

他

墳丘をもたない

墓

箱式石棺 弥生庄内式

併行期

638 古屋敷遺跡3号住居跡 フルヤシキイセキ 鞍手郡若宮町大字高野字古

屋敷430他

集落 竪穴住居 弥生V期

639 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

II型a類）

上二貝塚D区包含層第V
層

カミフタカイヅカ 遠賀郡水巻町二西3丁目 集落 遺物包含層 弥生IV期

640 多鉦細文鏡 小郡若山遺跡多鉦細文鏡

出土遺構ピットP94

オゴオリワカヤマイセキ 小郡市大字小郡字若山63合
1

集落 土坑 弥生II期

641 多鉦細文鏡 小郡若山遺跡多鉦細文鏡

出土遺構ピットP94

オゴオリワカヤマイセキ 小郡市大字小郡字若山636－
1

集落 土坑 弥生II期

642 方格規矩鏡

（鳥文鏡）

良積遺跡14号甕棺墓 ヨシヅミイセキ 三井郡北野町大字赤司字北

吉積他

墳丘をもたない

墓・集落

土器棺 弥生V期

643 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

II型b類）

良積遺跡28号甕棺墓 ヨシヅミイセキ 三井郡北野町大字赤司字北

吉積他

墳丘をもたない

墓・集落

土器棺 弥生V期

94

［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（竪櫛2），生産用具（鉄刀 完形7．7cm 1996年発掘 宗像市教育委員会 287 人骨は3体あるが、布包された

子），その他（革製品） 鏡は30歳以上の女性人骨の左手
， 下から出土。

装身具（竪櫛2），生産用具（鉄刀 完形8．2cm 1995年発掘 宗像市文化財事務 286

子） 所・宗像市教育委員

会

装身具（水晶勾玉1・切小玉1・ 破片（14．7cm） 1984年発掘 宗像市教育委員会 267 穿孔あり。径4mmの孔1っ。平

碧玉管玉4），その他（革製品） 縁片。

装身具（ガラス小玉1370） 完形6．4cm 1993年発掘 宗像市教育委員会 267 鉦の外に円圏、内行花文、円圏、

櫛目文、平縁。

欠損7．4cm 1985年発掘 宗像市教育委員会 267 組合石棺墓（木蓋？基底石上に

小塊石控え積みあり。棺内石敷

きなし）。塊石組合石棺墓。

破片 1997年発掘 若宮町教育委員会 288

石製品（石包丁1），土器（弥生土 完形5．86cm 1997年発掘 水巻町教育委員会 268 縁の一部を欠失している。鏡面

器22） は中央が土圧により窪んでいる

が、植物繊維？が付着している。

櫛歯文および2条の圏線の間が

帯状に黒ずんでおり、何か塗布さ

れた可能性が考えられる。灰色

粘質土中で鏡面を表にして出土。

土器（弥生中期の甕胴部の土器片） 完形15．3cm 1993年発掘 小郡市埋蔵文化財調 269 土坑から2点多鉦細文鏡出土。

査センター・小郡市 甕が斜め倒立の状態でかぶせら

教育委員会 れている。鏡は土坑の底面から15

cmの位置に鏡面を合わせて2面

出土し、甕が斜め倒立の状態で

被せられている。下に埋置され

ていた1号鏡。類似例：奈良県

御所市名柄、大韓民国江原道横

城郡講林里、同江原道嚢陽郡釘

岩里、同慶尚北道達城郡入室里。

土器（弥生中期の甕胴部の土器片） 完形16．0㎝ 1993年発掘 小郡市埋蔵文化財調 269 2面合わせて埋置されていたう

査センター・小郡市 ちの上の2号鏡。甕が斜め倒立

教育委員会 の状態で被せられている。類似

例：大韓民国全羅南道威平郡草
浦里。

装身具（管玉1） 完形約9．2㎝ 1994年発掘 北野町教育委員会 270 甕棺を埋める過程で、埋土をい

ったん整地し、鏡を置いた後に

再び埋めたと考えられる。14号

甕棺は全体的に赤色顔料が塗布

され、合わせ部は赤色顔料を混

ぜた粘土によって目張りが施さ

れる。鏡は甕棺の器壁から5cm

程度浮いた状態で出土。棺内か

ら管玉1点が出土している。鏡

の文様はかなり簡略化が進んで
いる。

　　　≠土器（青磁碗2’土師器の甑把手 完形約7，7cm 1994年発掘 北野町教育委員会 270 28号甕棺墓は撹乱が激しく単棺

1・土鍋の口縁部1） か合わせ棺か不明。ゆえに鏡の

位置も棺内か棺外か分からない。

甕棺は全体的に赤色顔料が塗布

される。共伴遺物は青磁碗2点、

土師器の甑把手1点、土鍋の口

縁部1点。鏡は彷製鏡と考えら

れ、縁部は平縁、外区は斜行櫛

歯文、内区は七弧の複線連弧文

で構成。鏡に付着していた土に

布圧痕が残っていた。
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鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

644 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文防製鏡第

II型b類）

良積遺跡住居跡 ヨシズミイセキ 三井郡北野町大字赤司字北

吉積他

墳丘をもたない

墓・集落

竪穴住居 弥生V期

645 内行花文鏡 小倉城下屋敷跡A区 コクラジョウシタヤシキア

ト

北九州市小倉北区城内 近世 近世 江戸時代

646 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

II型a類）

山崎八ヶ尻4号石蓋土墳

墓

ヤマサキヤガジリヨンゴウ

イシフタドコウボ

北九州市小倉南区大字長野

本町1丁目4

古墳（前方後円
墳）

石蓋土墳墓 古墳前期

647 不明 長野A遺跡III区14号住居

跡覆土

ナガノエーイセキ 北九州市小倉南区大字長野

2丁目

集落 竪穴住居 古墳後期

648 複線鋸歯文縁

方格規矩鏡

長谷池 ハセイケ 田川市大字横あざ長谷池 墳墓 石蓋土墳墓 弥生V期

649 位至三公鏡
（直行銘文双

頭龍文鏡）

経塚3号墳1号主体部 キョウヅカサンゴウフン 田川市大字伊田2016－1，

2017．2018

古墳（円墳径

22．0～23．Om）

粘土榔（組合式

木棺）

古墳前期

650 八禽鏡 柿原 カキハラ 田川市大任町×字柿原 墳墓 箱式石棺 弥生V期

651 弥生小形彷製

鏡（素文鏡）

稲光 イナミツ 京都郡苅田町大字稲光 集落 河原跡 弥生V期

652 不明 岩屋4号墳 イワヤヨンゴウフン 京都郡苅田町大字上片島字

岩屋他

古墳（円墳径

18．Om）

土墳墓（組合式

木棺）

古墳中期

653 斜縁鳥文鏡 小長川 京都郡勝山町大字長川 墳墓（方形周溝

墓・方形台状墓）

箱式石棺 弥生V期

654 四獣鏡 上田古墳群 ウエダコフングン 京都郡勝山町大字上田 古墳 粘土榔 古墳前期

655 方格規矩鏡 津留遺跡溝5 ツルイセキ 行橋市大字津留 集落 溝 弥生V期

656 方格規矩渦文

鏡

徳永川ノ上遺跡1号墳墓

群6号墓

トクナガカワノウエイセキ 京都郡豊津町大字徳永字川

ノ上・果願寺

墳墓（墳丘墓径

17．0×15．Om）

土墳墓 弥生庄内式

併行期

657 三角縁画像鏡 徳永川ノ上遺跡1号墳墓

群8号墓

トクナガカワノウエイセキ 京都郡豊津町大字徳永字川

ノ上・果願寺

墳墓（墳丘墓径

17．0×15．Om）

土墳墓 弥生庄内式

併行期

658 弥生小形彷製

鏡

徳永川ノ上遺跡III号墳墓

群

トクナガカワノウエイセキ 京都郡豊津町大字徳永字川

ノ上・果願寺

墳墓（墳丘墓） 不明 弥生時代

659 三角縁盤龍鏡 徳永川ノ上遺跡IV号墳墓

群19号墓

トクナガカワノウエイセキ 京都郡豊津町大字徳永字川

ノ上・果願寺

墳墓（墳丘墓） 土墳墓 弥生庄内式

併行期

660 凹帯縁方格規

矩鏡

徳永川ノ上遺跡2号墳丘

墓1号棺

トクナガカワノウエイセキ 京都郡豊津町大字徳永字川

ノ上・果願寺

墳墓（墳丘墓径

9×8m＋α）

箱式石棺 古墳前期
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伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

北野町教育委員会

土器（弥生土器），その他（高杯片） 銘帯「長」「宜」「子」 完形15．6cm 1996年発掘 肋北九州市教育文化 271 本遺跡A区北側中央部、CR－152
「孫」 事業団埋蔵文化財調 グリッドの砂丘上面で検出。鏡

査室・北九州市教育 背に見られる銘や文様は鮮明で

委員会 依存状態は良好。埋納の際に高

級絹織物である「羅」で包んだ

後、さらに平絹で包んでから埋

納されている。

生産用具（刀子1・鹿角製柄刀子 完形7．4cm 1994年発掘 北九州市教育委員会 272 刀子2口が並べて副葬。検出時
1） は床面より1㎝程度浮いた状態

で検出。おそらく遺体上に埋葬

されていたと思われる。鏡の背

文に布目痕が見られ、布に包ま

れて副葬されていたものと考え

られる。

破片（7．5㎝） 1980～1982 北九州市教育委員会 273

年発掘

欠損11．1cm 274

生産用具（鉄斧1・鉄錐1・鉄刀 銘帯「位至三公」 完形8．5cm 1996年発掘 田川市石炭資料館・ 274

子1・鉄鉋1），武器（鉄剣3・鉄 田川市教育委員会

鑛5）

大任町教育委員会 284

土器 完形3．4～3．5cm 1996年発掘 苅田町教育委員会 275 縁を研磨。

装身具（碧玉管玉3），武器（鉄剣

1）

破片 1998年発掘 苅田町教育委員会 276 10cmほどの小型鏡。

完形10，22cm 284

完形10．1cm 284

石製品（石包丁・石繊・砥石・作 破片（13．6cm） 1987年発掘 福岡県教育委員会 277 舶載鏡で後漢後半のもの。方格

業台），土器（壼・甕・高杯・器台・ 規矩鏡の簡略式。

鉢・手捏・杯・土製円盤・甑）

武器（石鎌）、生産用具（素環頭刀 欠損（10．5cm） 1989年発掘 福岡県教育委員会 278 破面研磨。東側床面に赤色顔料

子・鉄刀子） 検出。鏡面を上にして副葬。両

面全体に赤色顔料付着。

装身具（碧玉管玉・水晶丸玉・ガ 破片（22．0㎝） 1989年発掘 福岡県教育委員会 278 破面摩滅。赤色顔料が全体に敷

ラス小玉），生産用具（鉄刀子） かれている。

武器（鉄剣） 破片（8．0㎝） 1989年発掘 福岡県教育委貝会 278 III号墳丘墓の主体部のひとつの

副葬品と思われるが、後代の石

室築造または盗掘によって遊離。

生産用具（鉄刀子1） 銘帯「目羊作園［］□ 完形9．8cm 1989年発掘 福岡県教育委員会 278 向合った有角獣の龍と無角獣の

口，上［］□□」　内 虎の顔の間に五珠銭1個が浮彫
区「五」「困」 され、その右側に「五」，左側に

困を陽刻。銘帯の「作」字は人

遍が略されている。両面に赤色

顔料付着。

破片（10．0㎝） 1989年発掘 福岡県教育委員会 278 赤色顔料が敷かれている。
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

661 彷製獣形波形

文帯鏡

徳永川ノ上遺跡3号方墳

周溝内土墳

トクナガカワノウエイセキ 京都郡豊津町大字徳永字川

ノ上・果願寺

古墳（方墳辺

10．7×4、4m十
α）

古墳前期

662 「長宜子孫」銘

内行花文鏡

徳永川ノ上遺跡II　4号墳

丘墓4号棺

トクナガカワノウエイセキ 京都郡豊津町大字徳永字川

ノ上・果願寺

墳墓（墳丘墓径

13．0×9．5m）

木棺直葬（組合

式木棺）

弥生庄内式

併行期

663 乳文鏡 惣社柱松古墳 ソウジャ 京都郡豊津町大字惣社字柱

松

古墳（円墳径

28．Om）

箱式石棺 古墳前期

664 変形四獣鏡 惣社柱松古墳 ソウジャ 京都郡豊津町大字惣社字柱

松

古墳（円墳径

28．Om）

箱式石棺 古墳前期

665 内行花文鏡 三ツ塚古墳 ミツツカコフン 京都郡犀川町大字花熊字三

ツ塚

墳墓（方形周溝

墓・方形台状墓）

木棺直葬（組合

式木棺）

古墳中期

666 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

II型a類）

タカデ遺跡 タカデイセキ 京都郡犀川町大字木井馬場

字尾畑ケ746，749他

墳丘をもたない

墓

箱式石棺 弥生V期

667 不明 小石原遺跡 コイシハライセキ 豊前市大字小石原字泉 集落 弥生V期

668 弥生小形彷製

鏡（重圏文日

光鏡系第1型
b類）

鬼木四反田住居跡 オニノキヨンタンダ 豊前市大字鬼木字四反田 集落 竪穴住居 弥生IV期

669 小宮本遺跡中世土墳 コミヤモトイセキ 築上郡新吉富村大字安雲

112他

集落 竪穴住居・土坑
・ 溝

中世

670 内行花文鏡 穴ヶ葉山遺跡40号石蓋土

墳墓

アナガハヤマイセキ 築城郡大平村大字下唐原

2148－75他

墳丘をもたない

墓

石蓋土墳墓 古墳前期

671 弥生小形彷製

鏡（小形内行

花文彷製鏡第

II型b類）

能萬寺2号墳 ノウマンジニゴウフン 築城郡大平村大字能萬寺字

下唐原1413－11他

古墳（方墳辺

10．Om）

石蓋土墳墓 古墳前期

672 半肉彫式獣帯

鏡（四獣鏡）

能萬寺3号墳 ノウマンジサンゴウフン 築城郡大平村大字能萬寺字

下唐原1413－11他

古墳（前方後円

墳長33．Om）

竪穴式石室 古墳前期

673 夢鳳鏡 能萬寺3号墳 ノウマンジサンゴウフン 築城郡大平村大字能萬寺字

下唐原1413－11他

古墳（前方後円

墳長33．Om）

竪穴式石室 古墳前期

674 不明 ヘボノ木遺跡竪穴住居跡 ヘボノキイセキ 久留米市東合川町ヘボノ木 集落 竪穴住居 弥生V期

675 方格規矩四神

鏡

茶の木ノ本甕棺墓 チャノキノモトカメカンボ 八女市大字柳瀬字茶ノ木ノ

本

墳丘をもたない

墓

土器棺 弥生IV期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（竪櫛5・勾玉4・臼玉333・ 完形8．1cm 1990年発掘 福岡県教育委員会 279 西側の周溝では石製模造品鏡1

ガラス小玉110），生産用具（鉄鋤 個出土。摩滅が鏡全体にある。

先1） また「湯冷え」もあり、図面左

側の1／4ほどの文様が見えない

状態。鏡面には、鏡下に置かれ

ていた竪櫛の漆膜が一部付着し

ている。

装身具（細形管玉・勾玉），生産用 鉦座「長宜子孫」内 完形13．Ocm 1990年発掘 福岡県教育委員会 278 全面に赤色顔料を敷いている。

具（素環頭刀子），武器（鉄剣片2・ 行花文の間「位至口 銘文の配置に特徴あり。右回り
大型鉄鉄） 国」 に「長宜子孫」と配されている。

完形13．1㎝ 284

完形9．7㎝ 284

完形7．5cm 284

完形7．5㎝ 1990年発掘 犀川町教育委員会 280 文様は不鮮明。

破片 284

281

1997年発掘 新吉富村教育委員会 287

破片（17．3㎝） 1993年発掘 太平村教育委貝会 282 穿孔あり。破面研磨。破面の角

は丸く、光沢を有する。墓墳底

に直径20cmの範囲でベンガラを

散布している。

装身具（ガラス小玉40），武器（鉄 完形7、7cm 1994年発掘 太平村教育委員会 283 銅質は良い。鋳造の際に中子が
剣1） 動いたらしく鉦孔がずれている。

頭位右側および右よりの小口か

ら4点に割れて出土。鉦の部分

は棺外。割った鏡を2片ずっ壁

に立て鉦を外に副葬。

欠損（12．0㎝） 1994年発掘 太平村教育委員会 283 盗掘され、撹乱土盗掘口から出

土。他の遺物はない。

破片 1994年発掘 太平村教育委員会 283 盗掘され、撹乱土盗掘口から出

土。他の遺物はない。

生産用具（鉄刀子1・鉄鎖2） 破片（11．Ocm） 1995年発掘 久留米市教育委員会

武器（鉄文く棺内〉） 完形11．Ocm 1994年発掘 入女市教育委員会

〔佐賀県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

187 盤龍鏡 久里双水古墳主体部 クリソウズイコフン 唐津市双水字サコ2776－1 古墳（前方後円

墳長100．Om）

竪穴式石室（舟

形木棺）

古墳前期

188 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

松原遺跡SD608溝跡 マツバライセキ 神崎郡東脊振村大字大曲字

松原2500

墳丘をもたない

墓・集落

弥生庄内式

併行期～古

墳前期

189 重圏文鏡 佐志中通遺跡 サシナカドウリイセキ 唐津市大字佐志字中通 集落

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

装身具（碧玉管玉2），生産用具（鉄

刀子1）

内区「子」 完形12．1㎝ 1994年発掘 唐津市教育委員会 104

土器（弥生土器） 完形4．3c皿 1996年発掘 東脊振村教育委員会 111 鏡面中央が円形に窪む。鏡背は

外から蒲鉾縁→斜行櫛歯文帯→

単線11内行花文帯→単圏鉦座。

欠損（5．Ocm） 1995年発掘 唐津市教育委員会 105

98 99
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鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

190 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

石動四本松遺跡SCOO4石

棺墓

イシナリョンホンマツイセ

キ

神埼郡東脊振村大字石動字

四本松

墳丘をもたない

墓

箱式石棺 弥生V期
～弥生庄内

式併行期

191 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

牟田寄遺跡SB15160掘立

柱建物（柱穴P2）

ムタヨリイセキ 佐賀市兵庫町大字瓦町字牟

田寄

集落 掘立柱建物 弥生V期

192 不明 修理田遺跡SX2024不明
遺構

シュリタイセキ 佐賀市巨勢町大字修理田 集落 不明遺構 弥生V期

193 多鉦細文鏡 増田遺跡6区SJ6242甕
棺墓

マスダイセキ 佐賀市鍋島町大字蠣久1542

－ 1・1543－1

墳丘をもたない

墓

土器棺 弥生II期

194 細線式獣帯鏡 午戻遺跡H区3号石棺墓 ウマモドシイセキ 伊万里市大坪町字午戻・辻

の前

墳丘をもたない

墓

箱式石棺 弥生IV期・

弥生V期・

弥生庄内式

併行期

195 内行花文鏡 午戻遺跡1区1号石棺墓 ウマモドシイセキ 伊万里市大坪町字午戻・辻

の前

墳丘をもたない

墓

箱式石棺 弥生IV期・

弥生V期・

弥生庄内式

併行期

196 位至三公鏡 伝唐津市 デンカラツシ

197 内行花文銘帯

鏡

石動四本松遺跡SJO32甕

棺墓

イシナリヨンホンマツイセ

キ

神埼郡東脊振村大字石動字

四本松

墳丘をもたない

墓

土器棺 弥生V期

198 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

土生B遺跡遺物包含層 ハブビーイセキ 小城郡三日月町大字久米字

土生

集落 遺物包含層

199 内行花文鏡 藤木遺跡SC101石蓋土墳

墓

フジノキイセキ 鳥栖市藤木町字切の口 墳墓・集落 石蓋土墳墓 弥生V期～
弥生庄内式

併行期

200 弥生小形彷製

鏡

本行遺跡溝1 ホンギョウイセキ 鳥栖市江島町字本行 集落 溝 弥生IV～庄

内式併行期

201 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

内精遺跡6区SH2162住
居跡

ウチシラゲイセキ 鳥栖市蔵上町字内精 集落 竪穴住居 弥生庄内式

併行期

202 重圏文鏡 永田古墳群3区ST301古
墳周溝上の表土（表面採
集）

ナガタコフングン 鳥栖市柚比町字永田 古墳（円墳） 表面採集 古墳時代

100

［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

生産用具（鉄刀子片1〈棺内〉） 欠損（6．4㎝） 1994年発掘 東脊振村教育委員会 106 鏡背櫛歯文帯に赤色顔料付着。

所蔵・佐賀県立博物

館保管

土器（弥生土器甕・壼・ミニチュ 完形7．8㎝ 1996年発掘 佐賀市教育委員会 107 鏡背に赤色顔料付着。赤色顔料

ア土器〈壷’鉢〉） は顕微鏡観察と蛍光X線分析の

結果ベンガラと判明している。

石製品（不明石製品），土器（弥生 破片（8．8cm） 1997年発掘 佐賀市教育委員会 108 破面研磨。

土器甕・壼・鉢・支脚・器台）

欠損9、0㎝ 1998年発掘 佐賀市教育委貝会 109 破砕副葬の可能性あり。

破片 1998年発掘 伊万里市教育委員会 110 内区の一部3．6×3．1cm）。鏡背お

所蔵・伊万里市歴史 よび破断面に赤色顔料付着。

民俗資料館保管

装身具（ガラス小玉2），生産用具 鉦座「長宜子孫」 完形19．7cm 1998年発掘 伊万里市教育委員会 110 雲雷文帯に赤色顔料が付着。内

（鉄斧1），武器（鉄刀1），その他 所蔵・伊万里市歴史 区の一部を欠損。破砕副葬の可
（布片1） 民俗資料館保管 能性あり。

銘帯「君宜官位三公」 完形 松岡　史 現物あり。松岡史の聞取りによ

れば唐津市内の水道工事に際し

て出土したという。松岡は同市久

里広首にかつて所在し、上水道施

設建設の際に削平された2段築

成の大型円墳カケ塚古墳からの

出土ではないかと推定している。

装身具（硬玉勾玉2・碧玉管玉5 銘帯「内而青而以而 欠損12．6cm 1995年発掘 東脊振村教育委員会 106 破砕。背面に赤色顔料付着。
〈いずれも棺内〉） 昭而明而光而象而日 所蔵・佐賀県立博物

而月而夫」 館保管

完形7．1cm 1993年発掘 三日月町教育委員会

完形123cm 1994年発掘 鳥栖市教育委員会 112・ 2枚に割られる。完形鏡を埋納
114 直前に2つに割り、朱の残る頭

部左側に、鏡面を上にして重ね

て副葬されていた。

生産用具（銅鐸鋳型1・銅矛鋳型 欠損（5、5㎝） 1992年発掘 鳥栖市教育委員会 112・

1），土器（弥生土器多数） 113・

116

欠損 1996年発掘 鳥栖市教育委員会 112・

115

完形6．5㎝ 1997年発掘 佐賀県教育委員会 112 後期群集墳の周溝上の表土より

表面採集されたが、これらの古

墳に伴うものではないと考えら

れる。鏡の時期は古墳時代初頭

～前期か。
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1993年度データ集成の訂正

鏡Nα 項　目 誤 正

佐賀県 61 鏡式名 不明 弥生小形彷製鏡（内行花文）

98 遺存度・面径 不明 欠損9．1㎝

所蔵・保管者 佐賀大学旧蔵 松岡史

備考 現物なし。 トル

116 所蔵・保管者 佐賀県立博物館 浜玉町教育委員会

145 鏡式名 彷製方格規矩鏡 方格規矩鏡

銘文 不明 なし

遺存度・面径 完形 完形11．Ocm

備考 Nα157と同型鏡。後世の踏み返しと思われる。

〔長崎県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

73 方格規矩鏡 車出遺跡土器溜り クルマデイセキドキダマリ 壱岐郡郷ノ浦町大字田中触 集落・祭祀 溝 弥生V期

74 弥生小形彷製

鏡

車出遺跡土器溜り クルマデイセキドキダマリ 壱岐郡郷ノ浦町大字田中触 集落・祭祀 溝 弥生V期

75 彷製内行花文

鏡

原の辻遺跡原ノ久保A地

区8号箱式石棺墓

ハルノツジイセキ 壱岐郡石田町大字石田西触

字原ノ久保

墳丘をもたない

墓

箱式石棺・土坑 弥生V期

76 内行花文鏡 原の辻遺跡原ノ久保A地

区9号土墳

ハルノツジイセキ 壱岐郡石田町大字石田西触

字原ノ久保

墳丘をもたない

墓

不明 不明

〔熊本県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

103 飛禽鏡 大場石棺群A群1号石棺 ダイバセッカングン 玉名郡南関町下坂下字大場 墳丘をもたない

墓

箱式石棺 弥生V期

104 彷製六弧内行

花文鏡

柳町遺跡畑区SD－49　D
層（仮番号）

ヤナギマチイセキ 玉名市河崎字柳町 集落 溝 古墳前期

105 鏡式不明鏡 柳町遺跡m区遺物包含層 ヤナギマチイセキ 玉名市河崎字柳町 集落 遺物包含層 古墳前期

106 鏡式不明鏡 高岡原遺跡10号住居 タカオカバルイセキ 玉名市山田字高岡原 集落 竪穴住居 弥生V期

102

［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

生産用具（石斧・磨石・凹石・石 欠損（10．7cm） 1998年発掘 原の辻遺跡調査事務 55

皿・砥石），武器（石鍛・銅錨i3）・ 所

土器（須玖II式土器・後期から終

末期の土器・東九州系の土器），そ

の他（貨泉1）

生産用具（石斧・磨石・凹石・石 完形7．Ocm 1998年発掘 原の辻遺跡調査事務 55

皿・砥石），武器（石嫉・銅鐵3）・ 所

土器（須玖II式土器・後期から終

末期の土器・東九州系の土器），そ

の他（貨泉1）

完形7．6㎝ 1996年発掘 原の辻遺跡調査事務 56

所

青銅製祭器（筒形不明青銅器1）， 鉦座「長宜子孫」 欠損20．0㎝ 1996年発掘 原の辻遺跡調査事務 56

装身具（ガラス勾玉1・ガラス丸 所

玉3・碧玉管玉1），土器（弥生土
器）

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器（甕形土器の破片） 破片（11．Ocm） 1993年発掘 熊本県教育委員会 143・ 穿孔あり。破面研磨。主文様の

144・ 部分に1ヶ所穿孔（この穿孔は
156 鏡面側と鏡背側の2方向から穿

たれている）。赤色顔料が鏡背面

に付着。

土器（小型丸底壼），その他（土製 欠損（5、5㎝） 1998年発掘 熊本県教育委員会 穿孔あり。鏡背側から1ヶ所穿

模造品〈土製鏡〉・木製農工具） 孔。鋳上がりは比較的よい。集

落をとりまくように当溝がめぐ

り、古墳時代中期頃までは、存

続していたとみられる。本鏡は

この溝の最下部で出土した。

装身具（勾玉），石製品（滑石製円 破片 1995年発掘 玉名市教育委員会 破面研磨。鉦孔に使用痕あり（磨

盤），土器（布留式土器） 耗している）。また鏡片全体を磨

いている。

土器 破片 1993年発掘 玉名市教育委員会 床上約30cmで出土した。鉦のみ
出土。
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鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代
107 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡？）

高岡原遺跡16号住居 タカオカバルイセキ 玉名市山田字高岡原 集落 竪穴住居 弥生V期

108 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

清原遺跡遺物包含層 セイバルイセキ 玉名郡菊水町大字江田字大

久保

集落 遺物包含層 不明

109 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

方保田東原遺跡119番地

の遺物包含層

カトウダヒガシバルイセキ 山鹿市大字方保田字東原 集落 遺物包含層

110 弥生小形彷製

鏡（重圏文日

光鏡）

方保田東原遺跡138番地

第1トレンチ1号住居

カトウダヒガシバルイセキ 山鹿市大字方保田字東原 集落 竪穴住居 弥生V期

111
弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

方保田東原遺跡119番地

仮7号住居

カトウダヒガシバルイセキ 山鹿市大字方保田字東原 集落 竪穴住居 弥生V期～

庄内式併行

期

112 鏡式不明鏡 方保田東原遺跡遺物包含

層
カトウダヒガシバルイセキ 山鹿市大字方保田字本村 集落・祭祀 遺物包含層 弥生時代

113 鏡式不明鏡 方保田東原遺跡141番地

2号石棺

カトウダヒガシバルイセキ 山鹿市大字方保田字東原 集落・墳丘をも

たない墓

箱式石棺 古墳中期？

114 鏡式不明鏡 方保田白石遺跡遺物包含
層

カトウダシライシイセキ 山鹿市大字方保田字白石 集落 遺物包含層 弥生V期

115 弥生小形彷製

鏡（鏡式不明
鏡）

うてな遺跡III区10号一A

溝跡

ウテナイセキ 菊池郡七条町大字台 集落 溝 弥生V期

116 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

うてな遺跡城の上II区57

号住居跡

ウテナイセキ 菊池郡七条町大字台 集落 竪穴住居 弥生V期

104

［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺日

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器 完形7．9㎝ 1993年発掘 玉名市教育委員会 床面直上で出土したわけではな

いようである。ほぼ完形である

が、割れており、鋳上がりは非

常に悪い。内行花文鏡の可能性

がある。

その他（埴輪片P） 欠損（6．1cm） 1997年発掘 菊水町教育委員会 鏡背に赤色顔料付着。鋳上がり

はよい。清原遺跡は縄文～中世

の複合遺跡である。本鏡が出土

した調査では、埴輪片が出土し

ている。このことから、本鏡は

古墳の副葬品であった可能性も

考えられるが、本遺跡は弥生後

期が主体である。

完形7．9㎝ 1996年発掘 山鹿市出土文化財管 145・ 鋳上がり悪く、文様不鮮明。鉦

理センター 146 孔に紐残存（長さ0．8㎝、植物種

は特定されていない）。また鏡

面、鏡背とも植物片？が付着し

ている。円弧の数は不明。本鏡

が出土した包含層から、弥生V

期～庄内式併行期の土器が出土

している。

土器，その他（炭化物） 完形8．1cm 1997年発掘 山鹿市出土文化財管 145・ 鉦孔に紐が残存する（長さ1．3㎝

理センター 146 植物種は確認されていない）。鋳

上がりはあまり良くない。

土器（弥生V期～庄内式併行期の 完形5．9cm 1996年発掘 山鹿市出土文化財管 145・ 同型鏡熊本県うてな遺跡。鏡
土器） 理センター 146 背、鏡面とも、赤色顔料が付着

している。特に鏡背が濃い。鏡

片出土にレベルに差があり、確

実に住居跡に伴うか微妙である。

破片 1997年発掘 山鹿市出土文化財管 145・ 撹乱層のため、遺構の種類や年

理センター 146 代などは不明。弥生m～V期の

土器を伴っているので、遺構の

時期はその頃か。

石製品（滑石製臼玉約500） 破片 1998年発掘 山鹿市出土文化財管 145・ 2号石棺の埋土中にて出土。

理センター 146

土器 破片（6．9cm） 1968年前後 山鹿市出土文化財管 146 1968年（昭和43年）前後、圃場

理センター 整備時に多量の土器とともに出

土した。県立鹿本高校に保管さ

れていたものを、昭和50年代後

半、それらの一括資料が山鹿市

博物館に寄託された。当時は鏡

の存在は知られていなかったが、

1997年（平成9年）の整理時に

再発見された。遺構の年代は弥

生V期の土器群といっしょに保

管されていたことによる。

土器（甕・鉢・壼・器台） 破片 1991年発掘 熊本県教育委員会文 147

化課

土器（器種は確認することができ 完形5．9cm 1991年発掘 熊本県教育委員会 143・ 同型鏡方保田東原遺跡。遺跡住

なかったが弥生V期の土器が出土 147・ 居跡の壁に密着状態で出土。銅

しているちしい） 155 質は良くなくもろい。鏡背、鏡

面とも赤色顔料が付着。鏡背鏡

面とも布状のものが付着してい

た痕跡があるため、布でくるま

れていたとみられる。
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補適1］

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

117 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

ヲスギ遺跡24号住居趾 ヲスギイセキ 鹿本郡植木町大字滴水字ヲ

スギ

集落 竪穴住居 弥生V期

118 弥生小形彷製

鏡（日光鏡系

内行花文鏡）

五丁中原遺跡群4区5号
住居祉

ゴチョウナカバルイセキグ

ン

熊本市貢町・和泉町 集落 竪穴住居 弥生V期

119 素文鏡 水源地遺跡7号周溝墓 スイゲンチイセキ 熊本市水源1丁目1 墳墓（円形周溝
墓）

箱式石棺 古墳中期

120 鏡式不明鏡 清水町遺跡群遺物包含層 シミズマチイセキグン 熊本市入景水谷1丁目 集落 遺物包含層

121 瓶龍鏡 狩尾・湯の口遺跡2号箱

式石棺

カリオ・ユノクチイセキ 阿蘇郡阿蘇町狩尾字湯の口 墳丘をもたない

墓・集落

箱式石棺 弥生V期？

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器（甕・ジョッキ形土器） 完形8．Ocm 1998年発掘 熊本県教育委員会 住居跡埋土（廃絶後自然流入堆

積層）から出土。周囲に土墳な

ど遺構の有無を厳格に精査した

が確認できず。出土状況は、水

平に鏡背を上面として出土。鋳

上がりよくなく、もろいため、

文様不鮮明。かろうじて内行花

文鏡とわかる程度である。

土器（後期後半の土器片） 完形6．2cm 1995年発掘 熊本県教育委員会 149・ 同型鏡福岡県犀川町続命院箱
150・ 式石棺出土鏡。本鏡は、住居趾
151 の覆土を切ったピットから出土

した。住居祉から出土した土器

は後期後半とされている。した

がって本鏡はそれ以降の時期に

なるであろう。

生産用具（刀子1） 完形7．4㎝ 1995年発掘 熊本県教育委貝会 152・ 追葬時に伴う可能性あり。赤色
153 顔料が付着している。

破片 1992年発掘 熊本県教育委員会 148 破面研磨。表土はぎの際に出土
した。

装身具（ガラス丸玉8・ガラス小 破片 1992年発掘 熊本県教育委員会 143・ 穿孔あり。破面研磨。箱式石棺

玉14・碧玉管玉3・ガラス玉片数 154 が存在するが、基本的には集落

個），土器（時期不明の土器小片く箱 遺跡である。石棺床上中央部か

式石棺掘方埋土より出土〉） ら鏡面を上にして出土。弥生V

期の住居跡群に隣接するため、

石棺もその頃のものか？摩滅し

てごく薄くなり厚さは約1mm。

鏡背面から2個の穿孔が認めら

れる。鏡背、鏡面とも赤色顔料

（ベンガラ）が付着。

〔大分県〕

鏡Nα 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

86 内行花文鏡 割掛遺跡2号土墳 ワリカケイセキ 豊後高田市大字来縄字東宮

の本

墳丘をもたない

墓・集落

土墳墓 弥生庄内式

併行期

87 方格規矩鏡 割掛遺跡4号石棺 ワリカケイセキ 豊後高田市大字来縄字東宮

の本

墳丘をもたない

墓・集落

箱式石棺 弥生V期

88 旭龍文鏡 古城得遺跡20号住居跡 コジョウエイセキ 西国東郡大田村大字上沓掛

小川原

集落 竪穴住居 弥生V期

89 四乳八禽鏡 川部遺跡南西地区墳墓群

1号方形周溝墓2号石棺

カワベイセキ 宇佐市大字川部 方形周溝墓 箱式石棺 弥生庄内式

併行期

90 素文鏡 夕田横穴墓群第1号支群

1号墓

ユウタヨコアナボグン 日田市大字西有田字夕田 横穴 古墳中期

91 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

後迫遺跡6号墓 ウシロザコイセキロクゴウ

ボ

日田市大字三和字原地 墳丘をもたない

墓

箱式石棺

92 位至三公鏡？ 徳瀬遺跡B区石棺墓 トクゼイセキ 日田市大字友田字徳瀬256

他

墳丘をもたない

墓・集落

箱式石棺 古墳前期

93 変形五乳文鏡 瀬戸1号墳3号主体部 セトイチゴウフン 玖珠郡玖珠町大字帆足字瀬

戸

古墳（円墳径

18．Om）

箱式石棺 古墳前期

94 変形八乳鏡 中尾原遺跡21号箱式石棺

墓

ナカオハルイセキニジュウ

イチゴウハコシキセッカン

ボ

天瀬町大字五馬字中尾原 墳丘をもたない

墓・集落

箱式石棺 古墳前期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

破片（19．0㎝） 1993年発掘 豊後高田市教育委員

会

58 穿孔あり。破面研磨。

破片（17．5cm） 1993年発掘 豊後高田市教育委員

会

58 破面研磨。

土器（壼・高杯他） 破片（10．5cm） 1993年発掘 大田村教育委員会 59 穿孔あり。

装身具（勾玉1・碧玉製管玉5・

ガラス玉多数），生産用具（刀子

3），武器（鉄鎌5・鉄剣1）

完形9．6㎝ 1997年発掘 宇佐市教育委員会 60 周溝内から土器出土（庄内式併
行）。

装身具（ガラス小玉3），生産用具

（刀子3），土器（須恵器4・土師

器2）

完形5．5cm 1993年発掘 大分県教育委員会 61

完形8．0㎝ 1992年発掘 大分県教育委員会 62

破片（7．8cm） 1993年発掘 日田市教育委員会 63

装身具儲翠勾玉2） 完形6．Ocm 1993年発掘 大分県教育委員会 64

完形6．4cm 1994年発掘 天瀬町教育委員会 65

106 107



国立歴史民俗博物館研究報告

第97集2002年3月

［弥生・古墳時代遺跡出土鏡テータ集成補遺1］

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

95 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

植田条理遺跡H地区第1
号溝

ワサダジョウリイセキ 大分市大字玉沢字小野田・

四反田・小柳

その他 溝 弥生V期～

庄内式併行

期

96 乳文鏡 古国府遺跡群甲斐本B区

遺物包含層

フルゴブイセキグン 大分市大字羽屋字甲斐本 生産遺跡 遺物包含層

97 内行花文鏡 鹿道原遺跡168号竪穴住

居跡

ロクドウバルイセキ 大野郡千歳大字柴山字尾久

保他

集落 竪穴住居 弥生V期

98 内行花文鏡 山ノ神谷遺跡廃土中 ヤマノカミダニイセキ 直入郡荻町大字桑木字矢所

350番地

集落 竪穴住居

99 弥生小形彷製

鏡

石田遺跡7号住居跡 イシダイセキ 直入郡久住町大字仏原字石
田

集落 竪穴住居 弥生V期

100 弥生小形彷製

鏡

北方下角遺跡10号住居跡 キタカタシモカドイセキ 挾間町大字北方字下角 集落 竪穴住居 弥生V期～

庄内式併行

期

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

完形6．Ocm

　　　　　　　∫

1993年発掘 大分県教育委員会 66

欠損9．Ocm 1995年発掘 大分県教育委員会 67

破片（13．0㎝） 1990年発掘 千歳町教育委員会 68

破片（12，0cm） 1995年発掘 荻町教育委員会 69 穿孔あり。

武器（磨製石鋤），石製品（用途不

明磨製石製品），土器（壼・甕他）

完形5．05cm 1995年発掘 久住町教育委員会 70 赤色の痕跡。

土器（土器片） 完形8．2㎝ 1997年発掘 挾間町教育委員会

〔宮崎県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

124 弥生小形彷製

鏡（綾杉文鏡
？）

速日峰地区遺跡18E区1

号住居跡

ハヤヒノミネチクイセキ 東臼杵郡北方町大字己字早

下

集落 竪穴住居 弥生時代

125 小形彷製鏡 石の迫第2遺跡（生目古

墳群周辺遺跡G区）

イシノサコダイニイセキ
（イキメコフングンシュウ

ヘンイセキ）

宮崎市大字跡江字石ノ迫 墳丘をもたない

墓・集落

表面採集

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器（弥生終末～古墳初頭頃の土 欠損（5．3cm） 1996年発掘 北方町教育委員会 鉦座外円圏に朱文状突起がわず

器〈未整理〉） かに認められる。綾杉文も鋸歯

状に見える部分あり。時期は調

査者教示。未整理。

欠損4．9㎝ 1995年 宮崎市教育委員会 58・ 穿孔あり。本調査前（確認調査
59 時）の表面採集品。漁隠洞・二

塚山・石井入り口出土鏡に類似

するが面径は小さい。（小形彷製

鏡1型2類）。その後の調査で弥

生中期後葉の環濠集落、弥生V

期末の集落、VI期～古墳前期の

木棺墓群が検出された。鏡の出

土遺構としては、V期の住居祉、

VI期～古墳前期の土墳墓（木棺

墓）が考えられる。

〔鹿児島県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

21 不明 向椿城跡1号住居跡 ムカイガコイジョウアト 日置郡東市来町大字伊作田

字中椿

集落 竪穴住居 古墳前期

22 弥生小形彷製

鏡（内行花文
鏡）

東免遺跡 ヒガシメンイセキ 姶良郡隼人町大字西光寺字

東免

集落 土坑 平安時代

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

破片 1997年発掘 鹿児島県立埋蔵文化

財センター

穿孔あり（両面から）。破面研磨

（3辺中1辺のみ）。近くから古墳

時代前期の竪穴住居跡11基。破

片は2．8×2．7cm。

完形（7．3cm） 1997年発掘 鹿児島県立埋蔵文化

財センター

20 鉦に繊維紐残存。

〔沖縄県〕

鏡No 鏡式名 遺跡・遺構名 ヨ　　ミ 所　在　地 遺　跡 遺　構 遺構の年代

4 方格規矩鏡 浦添城跡コーグスク地区

第III層遺物包含層

ウラソエジョウアトコーグ

スクチク

浦添市 グスク 遺物包含層 14世紀頃

伴出遺物 銘　文 遺存度・面径 出土年 所蔵・保管者 文献 備　考

土器（輸入陶磁器） 破片（9．8cm） 1982年発掘 浦添市教育委員会 2・

3

三島　格教示。
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文献データ

〔宮城県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年
4
　
　
　
　
　
に
」
1
　
　
　
　
　
1

佐藤　洋

藤村博之・

伊藤　裕

南小泉遺跡第16～18次発掘調査報

告書

米泉館跡

仙台市文化財調査報告書

宮崎町文化財調査報告書

第140集

第5集

仙台市教育委員会

宮崎町教育委員会

1990年

1996年

〔福島県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

11 吉田博行 10森北1号墳 第41回福島県考古学会大会研究 福島県考古学会 1999年

発表要旨
12 今津節生・ 出土鉄製品の構造技法調査 福島県博物館学術調査報告 22号 1992年

松田隆嗣

13 土井健司・ 森北古墳群 創価大学 1999年

吉田博行

〔栃木県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

26 本村遺跡（第2次） 宇都宮市文化財年報（平成8年度） 第13号 宇都宮市教育委員会 1997年

〔群馬県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

9
ム
　
　
　
　
3
5
　
　
　
　
　
口
」 福嶋正史

舞台遺跡

新田東部遺跡群II

年報

新田東部工業団地造成に伴う発

掘調査報告書

17号 群馬県埋蔵文化財調査事

業団

新田町教育委員会

1998年

2000年

〔埼玉県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

57 笹森紀己子
・ 小川岳人

・ 田代　治

三崎台遺跡一第3次調査一 大宮市遺跡調査報告 第56集 大宮市遺跡調査会 1996年

〔千葉県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

67 矢野淳一・ 千葉県君津市戸崎出土の五鈴鏡 國學院大學考古学資料館紀要 第12輯 國學院大學考古学資料館 1997年

山本哲也

68 小沢　洋 高部古墳群 前期前方後円墳の再検討 第38回 埋蔵文化財研究会 1995年
69 小沢　洋 千葉県木更津市高部30号墳・32号

墳

日本考古学年報 47 日本考古学協会 1996年

70 宮本敬一 上総大寺廃寺 千葉県の歴史資料編3考古3 千葉県 1998年

71 濱崎雅仁 美生遺跡群III一第6・7地点一 ㈱君津郡市文化財センター発掘 95集 翻君津郡市文化財センタ 1994年

査報告書 一
72 鶴岡英一 潤井戸天王台古墳群 第13回市原市文化財センター遺 ㈲市原市文化財センター 1998年

跡発表会要旨　平成9年度
73 平山誠一 森台遺跡郡（北野支群） 働山武郡市文化財センタ 1997年

74 成東町教育 成東町の文化財 第3号
一

成東町教育委員会 1990年

委員会

75 文化財かわら版一設立10周年記念 ㈱山武郡市文化財センタ 1994年

号一 一
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76 倉田義広 千葉市下田遺跡 翻千葉市文化財調査協会 1998年
77 喜多圭介 野毛平木戸下遺跡ほか ニュー東京空港ゴルフ場造成地 III 肋印旛郡市文化財センタ 1990年

他 内埋蔵文化財調査報告書 一

〔東京都〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

22 寺田良喜 八幡塚古墳 1995年度世田谷区埋蔵文化財年

報

世田谷区教育委員会 1997年

〔新潟県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

34 橋本博文 森成コレクション中の龍虎鏡につ 上越市史研究 第3号 上越市 1998年

いて

35 （小川忠明） 新穂村玉作遺跡群村内遺跡発掘調 新穂村教育委員会 1998年

査の概要
36 小川忠明 新穂村蔵王古墳群集落遺跡 新潟県考古学会第10回大会研究 新潟県考古学会 1998年

発表・調査報告等要旨
37 蔵王遺跡出土の鏡について 新治村教育委貝会 1996年
38 平尾良光・ 蔵王遺跡から出土した青銅製品に 東京国立文化財研究所保 1997年

鈴木浩子 ついての鉛同位対比 存科学部

〔石川県〕

文献Nρ 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

27 中屋克彦 石川県鹿西町雨の宮1号墳の発掘 古代 105号 早稲田大学考古学会 1998年

調査

28 從石川県埋 四柳白山下遺跡 ㈹石川県埋蔵文化財保存協会年 9号 ㈹石川県埋蔵文化財保存 1998年

蔵文化財保 報 協会

存協会

29 石川県教育 金沢市教育委員会

委員会

30 ㈹石川県埋 黒勢雄防山A古墳群 ㈹石川県埋蔵文化財保存協会年 9号 ㈹石川県埋蔵文化財保存 1998年

蔵文化財保 報 協会

存協会

〔福井県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

40 赤沢徳明 今市岩畑遺跡 年報 9 福井県教育庁埋蔵文化財 1995年

調査センター
41 赤沢徳明 今市岩畑遺跡 発掘された北陸の古墳報告会資 まつおか古代フェスティ 1997年

料集 バル実行委員会
42 小林博之 戸板山古墳群II 今立町埋蔵文化財調査報告 第4集 今立町教育委員会 1997年

〔山梨県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年
8
　
　
0
」
　
0
7
　
　
7
　
　
8

黒川春村

和田　豊

和田　豊

並山日記

大塚古墳（三珠町）

三珠町大塚古墳

山梨県考古学協会誌

山梨県文化財研究所報

8号
24号

山梨県考古学協会

帝京大学山梨文化財研究

所

1792年

1997年

1995年

〔岐阜県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

112

113

高橋克壽

赤塚次郎

長塚古墳発掘調査概要報告

東海の内行花文倭鏡 考古学フォーラム 9号

可児市教育委員会 1997年

1998年
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114 ’98岐阜県新発見考古速報一平成 岐阜県教育委員会 1998年

10年度岐阜県発掘調査報告会一
115 象鼻山1号古墳一第2次発掘調査 養老町教育委員会・富山 1998年

の成果一 大学人文学部考古学研究

室

116 吉田正人・ 岐阜県可児市前波長塚古墳・野中 古代 第105号 早稲田大学考古学会 1998年

高橋克壽・ 古墳の発掘調査

魚津知克

117 成瀬正勝ほ 砂行遺跡 岐阜県文化財保護センター調査 働岐阜県文化財保護セン 2000年

か 報告書 ター

118 高橋克壽・ 前波の三ツ塚 国指定史跡長塚古墳整備事業に 1999年

魚津知克 伴う発掘調査報告書

〔静岡県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

79 竹内直文 静岡県磐田市明ケ島5号墳 情報祭祀考古 11号 祭祀考古学会 1998年

〔三重県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

OO　
　
　
　
　
　
　
O
J
4
　
　
　
　
　
　
　
　
4

三重県埋蔵

文化財セン

ター

門田了三

平成5年度三重県埋蔵文化財セ

ンター年報5

横山古墳群

三重県埋蔵文化財センタ

ー

名張市遺跡調査会

1994年

1999年

〔滋賀県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

71 真野古墳発掘調査現地説明会資料 大津市教育委員会 1996年
72 木棺直葬墳から埴製の容器が出土 滋賀埋文ニュース 197号 滋賀県埋蔵文化財センタ 1996年

一大津市真野古墳一 一
73 玉類と破砕鏡が出土一守山市伊 滋賀埋文ニュース 184号 滋賀県埋蔵文化財センタ 1995年

勢・大洲遺跡 一
74 堀　真人・ 木曽遺跡m ほ場整備関係遺跡発掘調査報告 26巻1号 滋賀県教育委員会・働滋 1999年
重岡　卓 書 賀県文化財保護協会

75 重田　勉 虎御前山遺跡 （仮）虎御前山教育キャンプ場整 滋賀県教育委員会・㈱滋 1998年

備事業に伴う試掘調査報告書 賀県文化財保護協会

〔京都府〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

194 引原茂治 国営農地（丹後東部・西部地区）関 京都府遺跡調査概報 第89冊 ⑱京都府埋蔵文化財調査 1999年

他 係遺跡平成10年度発掘調査概要（D 研究センター

左坂古墳群
195 弥栄町教育 大田南5号墳一発掘調査報告書 弥栄町文化財調査報告書 第15集 弥栄町教育委員会 1998年

委員会
196 働京都府埋 第14回小さな展覧会 働京都府埋蔵文化財調査 1996年

蔵文化財調 研究センター

査研究セン

ター

197 働京都府埋 第16回小さな展覧会 翻京都府埋蔵文化財調査 1998年

蔵文化財調 研究センター

査研究セン

ター

198 竹井治雄 国営農地（丹後東部・西部地区） 京都府遺跡調査概報 第83冊 ㈱京都府埋蔵文化財調査 1997年

関係遺跡（6）愛宕神社古墳群 研究センター
199 村田和弘 国営農地（丹後東部・西部地区） 京都府遺跡調査概報 第83冊 勧京都府埋蔵文化財調査 1998年
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関係遺跡⑩菩提城跡（菩提東古墳） 研究センター

200 杉本　宏 庵寺山古墳平成元年度発掘調査概 宇治市埋蔵文化財調査概報 第15集 宇治市教育委員会 1990年

要

201 松本達也 海浜部の祭祀遺跡（千歳下遺跡） 第7回京都府埋蔵文化財研究集 京都府埋蔵文化財研究会 1998年

会発表資料集

202 働京都府埋 第17回小さな展覧会 働京都府埋蔵文化財調査 1999年

蔵文化財調 研究センター

査研究セン

ター

203 入瀬正雄 武者ヶ谷1号墳発掘調査概報 福知山市文化財調査報告書 第34集 福知山市教育委員会 1999年

204 薗部町教育 薗部町小山東町土地整理事業に伴 園部町教育委員会 1998年

委員会 う発掘調査報告

205 黒坪一樹 国営農地（丹後東部・西部地区） 京都府遺跡調査概報 第76冊 働京都府埋蔵文化財調査 1997年

関係遺跡⑥天王山古墳群 研究センター

206 河野一隆 国営農地（丹後東部・西部地区） 京都府遺跡調査概報 第76冊 働京都府埋蔵文化財調査 1997年

関係遺跡②奈具岡遺跡（第7・8 研究センター

次）

207 久美浜町教 谷垣古墳群 久美浜町文化財調査報告 第20集 久美浜町教育委員会 1998年

育委員会

208 久美浜町教 南谷古墳群 久美浜町文化財調査報告 第17集 久美浜町教育委員会 1996年

育委員会

〔大阪府〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

174 虎間英喜 久米田古墳群発掘調査概要II 岸和田市教育委員会 1995年

175 第7回池島・福万寺遺跡現地説明 働大阪府文化財調査研究 1995年

会 センター

176 ㈲大阪府文 発掘速報展大阪’96 大阪府立弥生文化博物館 1996年

化財調査研

究センター

編

177 森田克行 郡家車塚古墳の調査 嶋上遺跡群20 高槻市教育委員会 1996年

178 利倉南遺跡 文化財にゅ一す豊中 24号 豊中市教育委員会 1997年

179 岩崎二郎 働大阪府文化財調査研究センター 働大阪府文化財調査研究 1997年

第23集田井中遺跡・志紀遺跡 センター

180 森田克行・ 安満宮山古墳の調査（現地説明会 高槻市教育委員会 1997年

鐘ヶ江一朗 資料）

181 大陸文化へのまなざし一発掘速報 助大阪府文化財調査研究 1998年

展大阪一 センター

182 赤井毅彦 河南町文化財調査報告第2冊大 河南町教育委員会 1998年

阪芸術大学グランド等造成に伴う

東山遺跡発掘調査報告

183 発掘速報展大阪’98 ⑱大阪府文化財調査研究 1998年

センター

184 合田幸美 茨木市学園町溝咋遺跡の発掘調査 ㈱大阪府文化財調査研究 1998年

センター

185 安満宮山古墳 高槻市教育委員会 1998年

186 森田克行 青龍三年鏡とその伴呂一安満宮山 古代 105号 早稲田大学考古学会 1998年

古墳出土鏡をめぐって一

187 森田克行 安満宮山古墳と銅鏡百枚 「検証邪馬台国」一安満宮山古墳 高槻市埋蔵文化財調査セ 1998年

をめぐって一 ンター

188 森田克行 「銅鏡百枚」考 東アジアの古代文化 99号 大和書房 1999年

189 垂水遺跡第24次発掘調査の成果 大阪府埋蔵文化財研究会（第38 働大阪府文化財調査研究 1999年

回）資料 センター

190 清家章 利倉南遺跡第3次（TKM－3） 豊中市埋蔵文化財年報 6号 豊中市教育委員会 1999年

191 吹田市文化財ニュース Nα20 吹田市立博物館 1999年
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〔兵庫県〕

文献Nσ 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

106 甲斐昭光・ 尼崎市田能高田遺跡一園田競馬場 兵庫県文化財調査報告 第166冊 兵庫県教育委員会 1997年

鐵　英記 厩舎改築事業に伴う発掘調査報告

他 書

107 2．篠原遺跡第12次調査 平成7年度神戸市埋蔵文化財年 神戸市教育委員会文化財 1999年

報 課

108 39．長田神社境内遺跡第10次調査 平成9年度神戸市埋蔵文化財年 神戸市教育委員会文化財 2001年

報 課

109 19．松本遺跡・菅野遺跡 平成7年度神戸市埋蔵文化財年 神戸市教育委員会文化財 1999年

報 課

110 深江英憲・ 表山遺跡・池ノ内群集墳一神戸市 兵庫県文化財調査報告 第202冊 兵庫県教育委員会 2000年

服部　寛 神戸西バイパス関係埋蔵文化財調

他 査報告書1
111 安田　滋・ 日水遺跡第3・6・7次高津橋大 神戸市教育委員会 2000年

池田　毅・ 塚遺跡第1・2次発掘調査報告書

口野博史・
一神戸市日水特定土地区画整理事

山口英正 業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

他 書その2一
112 兵庫県教育 年ノ神6号墳現地説明会資料 兵庫県教育委員会埋蔵文 1994年

委員会埋蔵 化財調査事務所

文化財調査

事務局

113 明石市立文 発掘された明石の歴史展一藤江別 明石市立文化博物館 1994年

化博物館 所遺跡一

114 松本正信・ 御旅山13号墳 姫路市教育委員会 1995年

加藤史郎・

中村信義・

中浜久喜

115 荻　能幸 井の端墳墓群一弥生墳丘墓から古 上郡町教育委員会 1996年

墳一

〔奈良県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

122 入倉徳裕・ 小泉大塚古墳 島の山古墳調査概報 株式会社学生社 1997年

石井香代子

・小山和浩

123 卜部行弘・ 下池山古墳 下池山古墳・中山大塚古墳調査 株式会社学生社 1997年

岡林孝作・ 概報

清水康二

124 坂　靖・木 中山大塚古墳 下池山古墳・中山大塚古墳調査 株式会社学生社 1997年

下　亘・卜 概報

部行弘・豊

岡卓之
125 樋口隆康・ 黒塚古墳調査概報 株式会社学生社 1999年

河上邦彦・

泉　武・宮

原晋一・卜

部行弘・岡

林孝作
126 西藤清秀・ 島の山古墳 島の山古墳調査概報 株式会社学生社 1997年

見須俊介・

米川仁一

127 木場幸弘 観覚寺向山1号墳 大和を掘る 17号 奈良県立橿原考古学研究 1999年

所付属博物館
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〔和歌山県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

30 橋本市教育

委員会

平成10年度隅田八幡神社経塚発掘

調査概報

橋本市埋蔵文化財調査概報 28号 橋本市教育委員会 1999年

〔鳥取県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シり一ズ名 巻・号数 発行者 発行年

61 山田真宏・ 平成4・5年度美和古墳群発掘調 ㈱鳥取市教育福祉振興会 1994年

谷口恭子 査報告一美和31・32・33・34・37・

他 43・44号墳の調査＝
62 谷口恭子・ 県営鳥取地区広域農道建設に伴う 働鳥取市教育福祉振興会 1994年

前田　均 六部山45・46・47・48・32・33号

墳の発掘調査

63 谷口恭子・ 山ケ鼻遺跡II 肋鳥取市教育福祉振興会 1996年

藤本隆之・

神谷伊鈴
64 武宮亜也子 不入岡遺跡群発掘調査報告書（不 倉吉文化財調査報告書 第85集 倉吉市教育委員会 1996年

・岡本智則 入岡遺跡・沢べり遺跡2次調査）

他

65 原田雅弘・ 宮内第1遺跡・宮内第4遺跡・宮 鳥取県教育文化財団調査報告 48 働鳥取県教育文化財団 1996年

濱田竜彦 内第5遺跡・宮内2・3・64・65

他 号墳

66 岡田龍平 田住松尾平遺跡発掘調査報告書 会見町文化財調査報告書 24 会見町教育委員会 1996年
67 八峠興・長 長瀬高浜遺跡VII 鳥取県教育文化財団調査報告 49 働鳥取県教育文化財団 1997年

尾智明・中

山寧人他
68 牧本哲雄・ 長瀬高浜遺跡vm・園第6遺跡 鳥取県教育文化財団調査報告 61 ⑭鳥取県教育文化財団 1999年

井上達也・

岩崎康子

他

69 平木裕子 側）米子市教育文化事業団文化財 29 翻米子市教育文化事業団 1993年

発掘調査報告書
70 杉谷愛象・ 萱原・奥陰田1一般国道180号道路 米子市教育文化事業団文化財報 7 働米子市教育文化事業団 1994年

松本哲・加 改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調 告書

納真人他 査報告書

〔島根県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

50 丹羽野　裕 門生黒谷1遺跡・門生黒谷II遺 島根県教育委員会 1998年
・ 池淵俊一 跡・門生黒谷III遺跡一般国道9

号（安来道路）建設予定地内発掘

調査報告書14一
51 水口晶郎・ 小馬木古墳群一浦ヶ部住宅団地造 安来市教育委員会 1998年

山内秀樹 成事業予定地内埋蔵文化財発掘調

査報告書1一安来市埋蔵文化財調

査報告書第26集

52 林健亮 上野遺跡 島根県教育庁文化財課埋蔵文化 VI 島根県教育委員会 1998年

財調査センター年報
53 林　健亮 上野1号墳 島根県教育庁文化財課埋蔵文化 VII 島根県教育委員会 1999年

財調査センター年報

〔岡山県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

92 武田恭彰 新本新庄地区ほ場整備事業に伴う

発掘調査1

総社市埋蔵文化財調査年報 4 総社市教育委員会 1994年
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93 前角和夫 前川地区ほ場整備事業に伴う発掘 総社市埋蔵文化財調査年報 4 総社市教育委員会 1994年

調査

94 近藤義郎・ 矢籐治山弥生墳丘墓 矢籐治山弥生墳丘墓発掘 1995年

氏平昭則・ 調査団

北條芳隆

他

95 乗岡　実・ 宗形神社古墳 岡山市教育委員会 1999年

安川　満
96 高田恭一郎 北方薮ノ内・北方地蔵遺跡の発掘 所報吉備 第25号 岡山県古代吉備文化財セ 1998年

調査 ンター

97 柳瀬昭彦・ 百間川兼基遺跡3・百間川今谷遺 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 119 岡山県教育委貝会 1998年

弘田和司・ 跡3・百間川沢田遺跡

平井　勝

他

98 下澤公明・ 斎富遺跡 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 105 岡山県古代吉備文化財セ 1996年

大橋雅也・ ンター

伊藤　晃

他

99 砂　泰将 前内池墳墓群・前内池古墳群の発 所報吉備 第24号 岡山県古代吉備文化財セ 1998年

掘調査 ンター

100 内藤善史・ 高下遺跡・浅川古墳群ほか・楢原 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 123 岡山県教育委員会 1997年

岡本寛久・ 古墳群・根岸古墳

宇垣匡雅
101 近藤義郎・ 日上天王山古墳 津山市埋蔵文化財発掘調査報告 第60集 津山市教育委員会 1997年

倉林眞砂斗
・ 澤田秀実

102 平成11年度埋蔵文化財速報展 岡山県教育委員会 1999年

〔広島県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

88 坂本一志 ㈱広島県埋蔵文化財調査センター 翻広島県埋蔵文化財調査 1998年

調査報告書第160集千代田流通団 センター

地造成事業に係る埋蔵文化財発掘

調査報告書（ID
89 山手良伸 甲田町埋蔵文化財調査報告書第4 甲田町教育委員会 1995年

他 集青迫遺跡
90 小野悟郎 側）広島県埋蔵文化財調査センター 働広島県埋蔵文化財調査 1998年

他 調査報告書第165集山の神遺跡 センター

群・池ノ迫遺跡群
91 花本哲志 ㈱広島県埋蔵文化財調査センター ㈱広島県埋蔵文化財調査 1996年

他 調査報告書第137集城山一新市地 センター

区土地造成事業に係る埋蔵文化財

発掘調査報告一
92 福島政文編 茶臼山遺跡 福山市教育委員会 1999年

93 加茂倉田遺 加茂倉田遺跡発掘調査現地説明会 1997年

跡発掘調査 資料

団・福山市

教育委員会

94 落田正弘 下山手第4・5号古墳一三次市水 三次市教育委員会 1994年

道事業（第三期拡張事業）に伴う

埋蔵文化財の発掘調査一

〔山ロ県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

57 谷口哲一 新宮山経塚・新宮山1号墳の調査 平成6～9年度重要遺跡確認緊 山口県教育委員会 1998年

急調査報告書
58 新江田智司 大内氏関連町並遺跡総合病院山 ㈱山口県教育財団山口県 1998年

他 口赤十字病院増改築工事に伴う発 埋蔵文化財センター
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掘調査報告
59 岩崎仁志 切畑南遺跡 翻山口県教育財団山口県 1999年

他 埋蔵文化財センター
60 濱崎真二 柳瀬遺跡出土の鏡片 柳瀬遺跡 下関市教育委員会 1997年

〔徳島県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年
2
　
　
　
　
3
4
　
　
　
　
4

菅原康夫・

原　芳伸

勝浦康守

阿讃山脈東南縁の古墳群

三谷遺跡一徳島市佐古排水場施設

増設工事に伴う発掘調査

徳島県埋蔵文化財センター調査

概報

第3集 働徳島県埋蔵文化財セン

ター

徳島市埋蔵文化財発掘調

査委貝会

2001年

1997年

〔香川県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

60 吉野徳久 野牛古墳 国道バイパス建設に伴う埋蔵文 香川県教育委員会・㈱香 1996年

化財発掘調査概報平成7年度 川県埋蔵文化財調査セン

ター・建設省四国地方建

設局
61 中村昭浩・ 寺田・三宮通遺跡 県道関係埋蔵文化財発掘調査概 香川県教育委員会・㈱香 1996年

西村尋文 報平成7年度 川県埋蔵文化財調査セン

ター

〔愛媛県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

64 梅木謙一 朝日谷2号墳 松山市文化財調査報告書 第63集 松山市教育委員会・働松 1998年

山市生涯学習振興財団埋

蔵文化財センター
65 谷若倫郎・ 火内遺跡・臥間遺跡 勧愛媛県埋蔵文化財調査センタ 第70集 ㈱愛媛県埋蔵文化財調査 1998年

真鍋昭文 一埋蔵文化財発掘調査報告書 センター

他

66 山本健一 束本遺跡4次調査・枝松遺跡4次 松江市文化財調査報告書 第54集 ㈱松山市生涯学習振興財 1996年

調査 団埋蔵文化財センター
67 相原秀仁・ 釜ノロ遺跡II－6・7・8次調査 松江市文化財調査報告書 第60集 働松山市生涯学習振興財 ユ997年

山本健一・
一 団埋蔵文化財センター

宮内慎一

68 廣田秀久・ 高橋湯ノ窪遺跡発掘調査報告書 今治市埋蔵文化財調査報告書 第30集 今治市教育委員会 1997年

小野倫良・

白石　聡

69 森光晴 野々瀬IV遺跡 朝倉村埋蔵文化財調査報告書 第ユ5集 朝倉村教育委員会 ユ996年

70 森　光晴 野々瀬五次発掘調査 朝倉村埋蔵文化財調査報告書 第17集 朝倉村教育委員会 1996年
71 長井数秋 東予市小池遺跡の発掘調査概要 東予市教育委員会 1998年

（現地説明会資料）

〔高知県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年
3
　
　
　
　
　
4
1
　
　
　
　
　
　
1 坂本憲昭

平成8年度田村遺跡群現地説明会

資料

介良遺跡 高知県埋蔵文化財センター発掘

調査報告書

第30集

働高知県文化財団埋蔵文

化財センター

肋高知県文化財団埋蔵文

化財センター

1997年

〔福岡県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

246 前原市教育

委員会

荻浦の文化財前原市荻浦地区土

地区画整理事業に伴う埋蔵文化財

前原市教育委員会 1993年
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［弥生・古墳時代遣跡出土鏡データ集成補遭1］

岡部裕俊・

松岡信明・

中橋孝博・

本田光子

角　浩行

松村道博

他

大塚紀宜・

榎本義嗣

吉留秀敏・

白井克也

田中克子・

吉武　学

小畑弘己・

本田光子・

松村道博

茂　和敏

丸山康晴・

平田定幸・

吉田佳広・

古川千賀子

山村信榮

中間研志・

小池史哲・

吉村靖徳

佐藤正義

佐藤正義

佐藤正義

川端正夫

佐々木隆彦

・ 中橋孝博

・ 本田光子

小田和利・

小池史哲

伊崎俊秋・

田中良之・

金　宰賢・

本田光子・

川村秀之・

奥田　尚・

小田和利・

佐藤尚隆

井浦　一

西田大輔

阿部裕久

小南裕一・

大坪　剛

速水信也

本田岳秋

宇野愼敏

宇野愼敏

包蔵地発掘調査の速報2

荻浦一古墳編一

今宿バイパス関係埋蔵文化財調

査報告IV

福岡市埋蔵文化財年報wL111998

年度（平成8年度）

有田・小田部28一有田遺跡群第175

次・177次・179次調査報告一

有田・小田部27有田遺跡群第178

次調査報告

東那珂遺跡1

雀居遺跡3

仲遺跡II

須玖岡本遺跡

弥生時代の遺跡と遺物一佐野地区

の遺跡一

貝元遺跡II九州自動車筑紫野1．

C．建設に伴う筑紫野市所在弥

生・古墳時代大集落の発掘調査報

告

原始時代の夜須地方

鬼神山遺跡

下町遺跡

平塚川添遺跡一発掘調査概報II一

九州横断自動車道関係埋蔵文化財

調査報告朝倉郡朝倉町大字大場

字久保所在の大庭・久保遺跡の調

査

朝倉郡朝倉町所在長島遺跡の調査

外之隈遺跡

福間割畑遺跡

和白・三代地区遺跡群第3分冊

弥生時代

上二貝塚

小郡若山遺跡3福岡県小郡市小
郡所在遺跡の調査報告

良積遺跡II

小倉城下屋敷跡

山崎八ケ尻墳墓群

前原市文化財調査報告書

前原市文化財調査報告書

福岡市埋蔵文化財年報

福岡市埋蔵文化財調査報告書

福岡市埋蔵文化財調査報告書

福岡市埋蔵文化財調査報告書

福岡市埋蔵文化財調査報告書

那珂川町文化財調査報告書

春日市文化財調査報告書

大宰府市史

夜須町史

夜須町文化財調査報告書

夜須町文化財調査報告書

甘木市文化財調査報告

九州横断自動車道関係埋蔵文化

財調査報告

九州横断自動車道関係埋蔵文化

財調査報告

九州横断自動車道関係埋蔵文化

財調査報告

福間町文化財調査報告書

新宮町埋蔵文化財発掘調査報告

書

宗像市史通史編

水巻町文化財調査報告書

小郡市文化財調査報告書

北野町文化財調査報告書

北九州市埋蔵文化財調査報告書

北九州市埋蔵文化財調査報告書

第58集

第48集

11巻

第513集

第512集

第400集

第407集

第38集

第23集

考古資料

編

上・下巻

第41集

第32集

第29集

第36集

第55集

第35集

第14集

第8集

第1巻
第6集

第93集

第11集

第222集

第158集

前原市教育委員会

前原市教育委員会

福岡市教育委員会埋蔵文

化財課

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡市教育委員会

福岡県教育委員会

夜須町教育委員会

夜須町教育委員会

甘木市教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

福岡県教育委員会

新宮町教育委員会

水巻町教育委員会

小郡市教育委員会

北野町教育委員会

働北九州市教育文化事業

団埋蔵文化財調査室

働北九州市教育文化事業

団埋蔵文化財調査室

1995年

1993年

1998年

1997年

1997年

1995年

1995年

1995年

1992年

1999年

1991年

1998年

1996年

1994年

1995年

1999年

1995年

1999年

1994年

1997年

1998年

1994年

1998年

1998年

1994年
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273 小方泰宏・ 長野A遺跡3九州縦貫自動車道 北九州市埋蔵文化財調査報告書 第55集 助北九州市教育文化事業 1987年

柴尾俊介・ 関係文化財調査報告12 団埋蔵文化財調査室

山口信義

274 田代健二 経塚横穴墓群・古墳群 田川市文化財調査報告書 第9集 1999年

275 長嶺正秀 稲光遺跡 苅田町文化財調査報告書 第30集 1998年

276 長嶺正秀 岩屋古墳群 苅田町文化財調査報告書 第31集 1999年

277 副島邦弘 津留遺跡福岡県行橋市大字津留 一般国道10号線行橋バイパス関 第1集 福岡県教育委員会 1991年

所在遺跡の調査 係埋蔵文化財調査報告
278 柳田康雄 徳永川ノ上遺跡II福岡県京都郡 一般国道10号線椎田道路関係埋 第7集 福岡県教育委員会 1996年

豊津町大字徳永所在遺跡群の調査 蔵文化財調査報告
279 柳田康雄 徳永川ノ上遺跡III福岡県京都郡 一般国道10号線椎田道路関係埋 第9集 福岡県教育委員会 1997年

豊津町大字徳永所在遺跡群の調査 蔵文化財調査報告
280 高橋　章・ 城井遺跡群 犀川町文化財調査報告書 第3集 1992年

伊崎俊秋

281 長嶺正秀 豊前地域出土の弥生小形彷製鏡に 苅田町文化財調査報告書 第30集 1998年

ついて

282 飛野博文 穴ヶ葉山遺跡福岡県築上郡大平 大平村文化財調査報告書 第8集 大平村教育委員会 1993年

村大字下唐原所在の遺跡の調査

283 飛野博文 能満寺古墳群 大平村文化財調査報告書 第9集 大平村教育委員会 1994年

284 長嶺正秀 豊前国出土の古鏡 苅田町教育委員会 1997年

285 井上裕弘 福岡県埋蔵文化財発掘調査年報一 福岡県教育委員会 1997年

平成6年度一
286 木下　修 福岡県埋蔵文化財発掘調査年報一 福岡県教育委員会 1998年

平成7年度一
287 吉村靖徳・ 福岡県埋蔵文化財発掘調査年報一 福岡県教育委員会 1999年

大庭孝夫 平成8年度一
288 児玉真一・ 福岡県埋蔵文化財発掘調査年報一 福岡県教育委員会 2000年

加藤和歳 平成9年度一

〔佐賀県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

104 古墳の秘宝速報展一久里双水前方 側塘津市文化振興財団 1994年

後円墳出土品一

105 岩尾峯希 佐志中通遺跡 唐津市文化財調査報告書 第78集 唐津市教育委員会 1997年

106 細川金也 石動四本松遺跡 東脊振村文化財調査報告書 第19集 東脊振村教育委員会 1995年

107 西田　巌・ 牟田寄遺跡VI－15・16・17区の調 佐賀市文化財調査報告書 第89集 佐賀市教育委員会 1998年

前田達男 査一

他

108 中野　充 修理田遺跡II 佐賀市文化財調査報告書 第90集 佐賀市教育委員会 1998年

109 林　日佐子 渡来人登場一弥生文化を開いた 大阪府立弥生文化博物館 1999年

他 人々一

110 卑弥呼の時代一午戻遺跡を中心に 平成11年度企画展示図録 伊万里市歴史民俗資料館 1999年

一
111 細川金也 松原遺跡（9区） 佐賀県文化財年報（1996年度） 3号 佐賀県教育委員会 1998年
112 平尾良光・ 佐賀県から出土した弥生時代青銅 東京国立文化財研究所保 1999年

鈴木浩子 製遺物についての自然科学的研究 存科学部

113 向田雅彦 本行遺跡 鳥栖市文化財調査報告書 第51集 鳥栖市教育委員会 1997年

114 大庭敏男 藤木遺跡 佐賀県文化財年報（1994年度） 1号 佐賀県教育委員会 1996年

115 鹿田昌宏 藏上・内政遺跡（藏上5・6区、 佐賀県文化財年報（1996年度） 3号 佐賀県教育委員会 1998年

内精1・2・5・6・7・8・9区）

116 平成9年度の指定・登録文化財等 佐賀県文化財年報（1997年度） 4号 佐賀県教育委員会 1999年

〔長崎県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

55 安楽　勉 車出遺跡幡鉾川流域総合整備計画 原の辻遺跡調査事務所調査報告 第8集 長崎県教育委員会 1998年

（圃場整備事業）に伴う埋蔵文化財 書

緊急発掘調査報告書VII

56 宮崎貴夫・ 原の辻遺跡原の辻遺跡発掘調査 原の辻遺跡調査事務所調査報告 第11集 長崎県教育委員会 1999年
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［弥生・古墳時代遺跡出土鏡データ集成補遺1］

安楽　勉・

西　信男

事業に係る範囲確認調査報告書1 書

〔熊本県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

143 澤田宗順 たたかいと祈りと一古代青銅器の 八代の歴史と文化 III 八代市立博物館未来の森 1993年

流れと広がり一 ミュージアム

144 宮崎敬士 大場石棺群一熊本県玉名郡南関町 蒲生・上の原遺跡熊本県文化財 第158集 熊本県教育委員会 1996年

大字下坂下所在の埋葬一 調査報告書

145 中村幸史郎 方保田東原遺跡 今どきの考古学一くまもと考古 熊本県立装飾古墳館 1998年

速報展一
146 中村幸史郎 弥生人のくらしと祭り展 山鹿市立博物館開館二十周年記 山鹿市立博物館 1998年

念展図録

147 西住欣一郎 うてな遺跡 熊本県文化財調査報告 第121集 熊本県教育委員会 1992年

148 赤星雄一 清水町遺跡群第1次調査区 熊本市埋蔵文化財調査年報 第1号 熊本市教育委員会 1995年

149 山下宗親・ 五丁中原遺跡群（第1次調査） 今どきの考古学一くまもと考古 熊本県立装飾古墳館 1998年

金田一精 速報展一
150 金田一精 五丁中原遺跡 五丁中原遺跡群第1次調査区発 熊本市教育委貝会 1997年

掘調査概要報告書
151 金田一精 五丁中原遺跡群出土の小形彷製鏡 肥後考古 第9号 肥後考古学会 1996年

152 美濃口雅朗 水源地遺跡（第3次調査） 今どきの考古学一くまもと考古 熊本県立装飾古墳館 1998年

速報展一
153 美濃口雅朗 水源地遺跡（江津湖遺跡群）第3 熊本市埋蔵文化財調査年報 第2号 熊本市教育委員会 1999年

次調査区

154 木崎康弘・ 第III章狩尾・湯の口遺跡の調査と 狩尾遺跡群熊本県文化財調査 第131集 熊本県教育委貝会 1993年

古城史雄・ 成果 報告

本山千絵

他

155 高木正文 熊本県うてな遺跡 邪馬台国時代の国々一一季刊考古 雄山閣出版 1999年

学・別冊9一
156 村上　隆 大場石棺群出土破鏡の材質 蒲生・上の原遺跡熊本県文化財 第158集 熊本県教育委員会 1996年

調査報告書

〔大分県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

58 河野典之 割掛遺跡 豊後高田市地区遺跡群発掘調査 9巻 豊後高田市教育委員会 1993年

概報

59 小柳和宏 古城得遺跡・小川原遺跡 大田村文化財調査報告書 4集 大田村教育委員会 1996年

60 佐藤良二郎 川部遺跡2次調査 宇佐地区遺跡群発掘調査概報 X 宇佐市教育委員会 1998年

61 村上久和・ 夕田遺跡群 九州横断自動車道関係埋蔵文化 14 大分県教育委員会 1999年

友岡信彦 財発掘調査報告書

62 友岡信彦 後迫遺跡 九州横断自動車道関係埋蔵文化 18 大分県教育委員会 2001年

財発掘調査報告書

63 行時志郎 3徳瀬遺跡B区（TK2） 平成5年度日田市埋蔵文化財年 日田市教育委員会 1995年

報

64 村上久和・ 瀬戸墳墓群・瀬戸遺跡・帆足城跡 九州横断自動車道関係埋蔵文化 17 大分県教育委員会 2000年

原田昭一 財発掘調査報告書

65 今田秀樹 202中尾原遺跡 大分県埋蔵文化財年報（平成5 3 大分県教育委員会 1995年

（1993）年度版）

66 小柳和宏 植田条理遺跡の調査 ガランジ遺跡・植田市遺跡・植 大分県教育委員会 1997年

田条理遺跡（国道210号バイパス

（木の上工区）建設に伴う埋蔵文

化財調査報告書）

67 吉田博嗣 甲斐本地区 古国府遺跡群　大分県文化財調 第104集 大分県教育委員会 1999年

査報告書

68 栗田勝弘 鹿道原遺跡 千歳村文化財調査報告書 第VII集 千歳村教育委員会 2001年

69 橋本幸治 山ノ神谷遺跡 農免農道荻西部3期地区事業に 荻町教育委員会 1997年

伴う埋蔵文化財調査報告書
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70 宮内克巳 市第1遺跡・石田遺跡 県営担い手育成基盤整備事業都 1 久住町教育委員会 1996年

野東部地区に伴う発掘調査報告

書

〔宮崎県〕

文献Nρ 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

58 中山　豪・ 史跡生目古墳群周辺遺跡発掘調査 宮崎市教育委員会 1996年

鳥枝　誠 報告書

59 鳥枝　誠・ 石ノ迫第2遺跡 宮崎市文化財調査報告書 第40集 宮崎市教育委員会 1999年

稲岡洋道・

宇田川美和

〔鹿児島県〕

文献Nα 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

20 前迫亮一 東免遺跡 埋文だより 16号 鹿児島県立埋蔵文化財セ

ンター

1998年

〔沖縄県〕

文献No 著者名 書・論文・報告名 掲載誌・シリーズ名 巻・号数 発行者 発行年

2 松川　章 浦添城跡出土の銅鏡 南島考古だより 49号 沖縄考古学会 1994年
3 当真嗣一・ 浦添城跡発掘調査報告書 浦添市文化財調査報告書 第9集 浦添市教育委員会 1985年

上原　静・

下地安広・

前津政廣・

照屋　孝
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